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研究要旨 

本研究は、HIV 感染者、特に血液凝固異常症（血友病等）を合併した HIV 感染者が受けて

いる治療の標準的な姿を明らかにするとともに、血液凝固異常症全国調査事業など、通常

の調査・支援の網からこぼれ落ちている可能性のある患者に、レセプト情報・特定健診等

情報データベース（NDB）による悉皆調査の光を当て、適切な社会・医療介入へつなげるこ

とを目的としている。NDB は、毎年 1 億人を超える受診者数の保険診療情報をほぼすべて格

納した悉皆データベースである。本研究は、特定の疾患を対象に NDB 分析の新技術を適用

する初の研究として始まった。なお、本研究は、HIV 感染者だけではなく、血液凝固異常症

を合併した HIV 感染者を特段の対象としているが、これは厚労科研の公募要項に沿ったも

のであり、当研究班が独自に設定した課題ではない。 

本研究の特色は、全国各地の HIV 感染症及び血液凝固異常症の臨床専門家が参画してい

ることにある。このことにより、単なるデータ分析に留まらず、HIV 感染症や血液凝固異常

症等の医療提供体制の地域差や年齢、併存疾患の分布、適正処方や検査の実態等の具体的

な議論が可能であり、HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者への医療体制に係る現在

の課題を抽出することができる。 

2017 年度は、2 回の班会議を開催し、HIV 感染症及び血液凝固異常症における医療提供体
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制の地域差や年齢階級分布、医療機関種別による分布の差、併存疾患の分布、適正処方の

実態等について論点を抽出、整理した。 

2018 年度は NDB を用いて血液凝固異常症および HIV 感染者数を集計し、既存の患者調査

等との数値の比較を行った。また、地域ごとの患者数について、班員が把握する患者数と

の整合性を確認し、NDB の集計により患者数がおおむね違和感なく再現できることを確認

した。特に標準治療から外れている可能性のある投薬を受けている HIV 感染者の全国分布

を初めて集計できたことは、通常の調査・支援の網からこぼれ落ちている可能性のある患

者に悉皆調査の光を当てるという本研究の目的につながる知見であると考えられた。 

2019 年度は終結的な分析を行い、集計要件の精緻化や患者定義の較正により、受療状況

の正確な把握に努め、HIV 感染症（血液凝固異常症の合併を含む）の患者さんの医療体制に

ついての提言をまとめる予定である。 

 

本研究における研究代表者、分担者および研

究協力者は以下の通りである。 
代表 野田 龍也 奈良県立医科大学 

講師 

協力 天野 景裕 東京医科大学 臨床検

査医学分野 血液凝固

異常症遺伝子研究 寄

附講座 教授 

伊藤 俊広 独立行政法人 国立病

院機構 仙台医療セン

ター感染症内科医長／

HIV/AIDS包括医療セン

ター室長 

今村 知明 奈良県立医科大学 

公衆衛生学講座 教授

遠藤 知之 北海道大学病院・血液

内科 講師 

岡  敏明 医療法人徳洲会 札幌

徳洲会病院 小児科主

任部長血友病センター
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嶋  緑倫 奈良県立医科大学 

小児科 教授 

白幡 聡  社会医療法人北九州病

院 北九州八幡東病院

藤井 輝久 広島大学病院 

輸血部 准教授 
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病院輸血部 教授 
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明神 大也 奈良県立医科大学 

久保 慎一郎 奈良県立医科大学附

属病院 

 

１. 研究目的 

 HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者

（主には薬害エイズの当事者）は、発症の経緯

や疾病の特性から、人生の相当期間を HIV 診療

及び血液凝固異常症診療とともに過ごしてい

る。治療手段の進展により、HIV 感染症は慢性

疾患化しつつあり、中長期的な対応が臨床上、

行政上の課題となっている。 

わが国では、生活保護による医療扶助、治験、

全額公費負担の治療を除くすべての診療報酬

情報が、2009 年 4 月から、レセプト情報・特定

健診等情報データベース（NDB）として蓄積され

ている。NDB は世界最大級の健康情報データベ

ースであり、一般的なコホート集団では扱えな

い稀な疾患や稀な状況を扱うことが可能であ

る。類似のデータベースとして JMDC Claims 

Database や限られた集団（企業健保等）のレセ

プトがあるが、NDB は全国代表性を有し、標本

サイズが数十倍～数万倍である点でまったく

異なるデータベースと言える。本研究は、この

NDB を利用し、HIV 感染症を合併した血液凝固

異常症患者への医療提供状況を網羅的に分析

するものである。 

本研究の目的は、先人の尽力により積み重ね

られた現在の医療体制と歴史的な経緯を踏ま

えつつ、HIV 感染症を合併した血液凝固異常症

患者が受けている治療の姿を全国を網羅する

形で明らかにするとともに、通常の調査や支援

の網からこぼれ落ちている可能性のある患者

さんに悉皆調査の光を当て、適切な医療や支援

につなげることである。 

なお、本研究は、HIV 感染者だけではなく、

血液凝固異常症を合併したHIV感染者を特段の

対象としているが、これは厚労科研の公募要項
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に沿ったものであり、当研究班が独自に設定し

た課題ではない。 

 

２. 研究方法 

2.1 実施体制と実施スケジュール 

本研究の期間は 3年間を予定している。本研

究は、HIV 感染症及び血液凝固異常症に関する

学会や全国各地域で活動する臨床専門家から

構成される医療体制検討班と、NDB の専門家か

ら構成される NDB 分析班からなり、この 2班が

常に密接に連携して研究を遂行する。具体的に

は、「医療体制検討班による議論を受け、NDB 分

析班が NDB 等の悉皆的なビッグデータを集計・

分析し、その結果をもとに、医療体制検討班が

医療の均てん化等の議論と追加分析のリクエ

ストを行う。」という PDCA サイクルに基づいて

遂行する。 

１年目は上記 2 班のメンバーが参集し、HIV

感染症を合併した血液凝固異常症患者さんへ

の医療体制に係る現在の課題を抽出した。医療

体制検討班は、レセプトに記載されている投薬、

検査項目の組み合わせを行うことにより定義

される血液凝固異常症患者さん像を検討した。

NDB 分析班は、2017 年 8 月を目途に厚生労働省

へ NDB の利用申請を行った。 

2 年目（今年度）は、厚生労働省より提供さ

れた NDB データのデータベース化を実施し、1

年目に検討した「NDB による患者定義」に基づ

き、HIV 単独感染者及び血液凝固異常症単独罹

患の患者、HIV 感染症を合併した血液凝固異常

症患者総数や、地域分布や年齢分布を集計した。

患者調査等の既存の統計との比較及び研究協

力者の知見に基づき、「NDB による患者定義」及

び集計結果の妥当性を検証した。さらに、HIV 感

染症を合併した血液凝固異常症患者受療内容

を集計し、HIV 単独感染者及び血液凝固異常症

単独罹患と群間の比較を行うことで、HIV 感染

症を合併した血液凝固異常症患者の現状（患者

の年齢分布・地域分布や、治療・併存する疾患、

投与薬剤の変遷、悪性腫瘍や肝炎の有病率の差、

新薬の処方状況など）を把握した。 

3 年目は、終結的な分析を行い、2年目までの

成果をもとに、HIV 感染症を合併した血液凝固

異常症患者さんへの医療体制についての提言

をまとめる。1～3年目のいずれにおいても、行

政機関や関係各所への積極的なヒアリングを

行う予定である。 

2.2 倫理面への配慮 

 本研究では完全に匿名化された個票を用い、

個人情報や動物愛護に関わる調査・実験は行わ

ない。研究の遂行に当たっては、各種法令や「人

を対象とする医学系研究に関する倫理指針」を

含めた各種倫理指針等の遵守に努める。また、

厚生労働省保険局を始めとする関係各所の定

めた規定・指針等を遵守し、必要な申請を行う。

また、実施にあたっては、奈良県立医科大学医

の倫理委員会の許可を得た。 

2.3 NDB における血液凝固異常症等患者定義

の決定 

平成 29 年度において行った班会議では、疑

い病名や検査病名、適応外処方のための病名の

扱いが議論となった。平成 29 年度班会議での

議論の結果、観察期間（2015 年度）中に、「血

液凝固異常症を示す病名が1つ以上付与」され、

かつ、「血液製剤が 1 剤以上処方」された患者

を、本研究NDBにおける「血液凝固異常症患者」

と定義するとの暫定的な結論が得られた。これ

をもとに、NDB の集計（後述）を行い、平成 30

年 7 月の班会議で検討した結果、疑い病名等の

存在は、今回の患者数集計には、実質的な影響

を及ぼしていないであろうとの結論に至った。

ただし、フィブロガミン Pについては、処方状

況を鑑み、「1 年間に 3ヶ月間以上処方されてい

る患者」のみを本研究における血液凝固異常症

（後天性第ⅩⅢ因子欠乏症）患者とすることと

なった。 

（１）血液凝固異常症患者の定義（患者定義 A） 

血液製剤を 1 剤以上処方され、かつ、血液凝

固異常症の関連病名が1つ以上付与されている

患者をこの NDB 分析における血液凝固異常症

患者とする。 

※ ただし、「血液凝固異常症の関連病名」から

アンチトロンビン欠乏症を示す病名（「アンチ

トロンビンⅢ欠乏症」（8830404）、「アンチトロ

ンビン欠乏症」（8847158）の 2 つ）を除外する。 

なお、血液製剤使用と血液凝固異常症関連病

名の組み合わせ（エキスパート・オピニオン）

による患者定義（患者定義 B）は、班会議の議

論の結果、用いないこととなった。 

（２）HIV/AIDS 患者の定義（患者定義 C） 

抗 HIV 薬を 1 剤以上処方された患者を、この

NDB分析におけるHIV感染者/AIDS 患者とする。 

（３）がん患者の定義（患者定義 D） 

抗悪性腫瘍薬を1回でも投与されたことのあ

る患者を、この NDB 分析におけるがん患者とす

る。 

（４）HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患

者の人数（患者定義 E） 
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「患者定義 A」（血液凝固異常症）かつ「患者定

義 C」（HIV/AIDS 患者） 

（５）HIV/AIDS を合併しない血液凝固異常症患

者の定義（患者定義 F） 

「患者定義 A」（血液凝固異常症）かつ「患者

定義Cに該当しない」（HIV/AIDS 患者ではない） 

※ 上記の「患者定義Cに該当しない」（HIV/AIDS 

患者ではない）とは、患者定義 Cに用いられて

いる抗 HIV 薬を一切処方されていない患者を

指す。 

※ 患者定義 E＋患者定義 F＝患者定義 A とな

る。 

（６）HIV/AIDS を合併しない血液凝固異常症患

者の定義（患者定義 F） 

「患者定義 A」（血液凝固異常症）かつ「患者

定義Cに該当しない」（HIV/AIDS 患者ではない） 

※ 上記の「患者定義Cに該当しない」（HIV/AIDS 

患者ではない）とは、患者定義 Cに用いられて

いる抗 HIV 薬を一切処方されていない患者を

指す。 

※ 患者定義 E＋患者定義 F＝患者定義 A とな

る。 

（７）後天性血友病を除く血液凝固異常症患者

の定義（患者定義 G） 

血液製剤を 1 剤以上処方され、かつ、「後天性

血友病以外の関連病名」が 1 つ以上付与されて

いる患者を、この NDB 分析における後天性血友

病患者とし、それを除いた血液凝固異常症患者

の定義とする。 

（８）後天性血友病A 患者の定義（患者定義H） 

（後天性血友病 A のみを特出しして分析する

ための集計） 

血液製剤を 1 剤以上処方され、かつ、後天性

血友病 Aの関連病名が 1つ以上付与されている

患者を、この NDB 分析における後天性血友病 A 

患者とする。 

（９）B 型肝炎患者の定義（患者定義 I） 

B型肝炎の治療薬を1剤以上処方され、かつ、

B 型肝炎の関連病名が 1 つ以上付与されている

患者を、この NDB 分析における B型肝炎患者と

する。 

（１０）C型肝炎患者の定義（患者定義 J） 

C型肝炎の治療薬を1剤以上処方され、かつ、

C 型肝炎の関連病名が 1 つ以上付与されている

患者を、この NDB 分析における C型肝炎患者と

する。 

上記の定義に用いた薬剤リスト及び疾患リ

ストを資料３に示す。 

2.4 NDB データの申請と分析 

NDB データの入手手続きは非常に複雑で長期

間を要する。申請からデータの入手までに 1年

間前後を要し、本研究でも、厚生労働省保険局

への申請は平成 29 年秋であり、データの到着

は平成 30 年 7 月初旬であった。 

なお、本研究の対象者（対照群）を我が国の

全受診患者に拡張するため、平成 30 年 4 月に

全国民 NDB データの申請を行った。このデータ

については平成 31 年 3 月に手交され、データ

構築を進めており、令和元年度の半ばには利用

できる見込みである。 

2.4 血液凝固異常症集計の実施 

 平成 30 年度に提供された血液凝固異常症患

者に対する NDB データに対し、データベースを

構築し、ID0 作成アルゴリズム（名寄せアルゴ

リズム）を用いて ID0 を作成し、2.3 に示した

血友病等患者定義に基づく集計を行った。集計

条件を以下に示す。 

 集計対象期間：2015 年 4 月～2016 年 3 月

（2015 年度・平成 27 年度） 

 患者数集計：ID0 で行う（延べ人数ではな

く、実人数をカウントする） 

 集計の際に、同一の ID0 に複数の値（複数

の都道府県や加齢による複数の年齢階級等）

が発生する場合は、「観察開始時点（その

ID0 が最初に NDB に登場した月）」の値を

使用する。（受診都道府県についてはもっと

も登場頻度が高い値を使い、年齢について

は観察期間中央年齢を用いるのが望ましい

が、技術上の一手間がかかることと、数値

の解釈が難しくなるため、今回集計では暫

定的に上記とする）。 

 ただし、薬剤の年月別処方人数など、月別

の値が重要な場合は、観察開始月ではなく、

各月の値をそれぞれ集計する。 

 

1. 血液凝固異常症患者数 

2. HIV/AIDS 患者数 

3. HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者

数 

4. 特定の HIV 薬の処方状況 

（HIV/AIDS 患者全体及び薬害エイズ患者） 

5. 特定の HIV 薬と他の HIV 薬の処方組み合わ

せ 

（HIV/AIDS 患者全体及び薬害エイズ患者） 

6. 治療中の B型肝炎を併存する患者数 

（血液凝固異常症患者全体及び薬害エイズ

患者） 

7. 治療中の C型肝炎を併存する患者数 
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（血液凝固異常症患者全体及び薬害エイズ

患者） 

8. 直接作用型抗ウイルス薬（DAAs） 

（血液凝固異常症患者全体及び薬害エイズ

患者） 

 

上記集計は平成 30 年 7 月までに行い、同月

の班会議にてすべての結果を報告した。 

 

３. 研究結果 

前章に示した１～８項目に関する集計結果

を示す。 

なお、分析結果の公表にあたっては、患者数 10

未満の数値（ゼロ値を含む。）はマスキングの対

象となるため、以下の集計結果において、10 未

満は墨塗となっている。 

NDB における「非公表」は NDB ガイドライン

による非公表処置を示す（実際には 0～9 のい

ずれかの数値）。 

また、一部の集計では、リファレンスとして

既存全国調査（H27 血液凝固異常症全国調査(全

国調査と略す)、厚労科研横幕班報告書(報告

書)）の結果を併記した。 

 

1. 血液凝固異常症患者数 

患者定義 Aに基づき、傷病名別、性・年齢・

都道府県・診療年月別の患者数の NDB 集計

を行った。概数を以下に示す。 

結果を資料番号１及び２に示す【血液製剤

を 1 剤以上処方され、かつ、血液凝固異常

症の関連病名が 1 つ以上付与されている患

者】 

NDB  6310 名（男性 5418 名、女性 892 名） 

 全国調査  8053 名（男性 6937 名、女性 1116

名） 

本集計をもとに、医療体制検討班にて各地域

の臨床実情と合わせた意見をいただき、 

 NDB 集計では、一定の定義付けにより、経

年変化のような、傾向の追跡は問題なく行

うことができる。 

 NDB では未治療、未投薬の患者を把握しづ

らいとの短所があるが、それらは医療体制

よりは予防に属する事項であり、「投薬を受

けている患者の把握」という点では、各地

域の患者数と近似性があり、かなり精緻な

把握ができていると考えられる。 

 血液凝固異常症における、6310 名（NDB 集

計値）と 8,053 人（全国実態調査）の差は、

NDB が「血液製剤の処方を受けている患者」、

全国実態調査は「血液製剤の処方を受けて

いない患者を含む」という差であり、リア

リティがある。 

 血液製剤の処方を受けていない患者（患者

定義 A に基づく NDB 集計で拾うことができ

ない患者）の代表例としては以下があると

考えられた： 

・プロテイン S 欠乏症及びプロテイン C 欠

乏症に対しては血液製剤を使わないため、

全国で 100 人ほどが NDB 集計から除外され

るであろう。 

・フォンウィルブランド病は血液製剤を処

方されていない軽症例が 800 人ほどいると

考えられ、NDB 集計からは除外される。 

 血液凝固異常症における NDB 集計値と全国

実態調査の 1700 名ほどの差のうち、900 名

程度は上記で説明できる。他の疾患の軽症・

薬剤非投与例を合わせると、1700 名の差は

説明できる範囲である。 

 

2. HIV 感染者数 

患者定義 Cに基づき、性・年齢・都道府県・

診療年月別の患者数の NDB 集計を行った。結果

を資料番号３に示す。概数を以下に示す。 

【抗 HIV 薬を 1剤以上処方された患者】 

NDB 20249 名（男性 18738 名、女性 1511 名） 

報告書 18921 名（拠点病院外受診者を含まな

い） 

全国実態調査の数字が20,000人前後のため、

抗HIV薬を処方されていない感染者や生活保護

の割合等を勘案すると、おおむね数値に違和感

がないとの意見が医療体制検討班から出され

た。 

 

3. HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者

数 

患者定義 Eに基づき、傷病名別、性・年齢・

都道府県・診療年月別の患者数の NDB 集計を行

った。その結果を資料番号４、５に示す。概数

を以下に示す。 

NDB  504 名（性別患者数：非公表） 

 全国調査  729 名（男性 721 名、女性 8名） 

 報告書  622名（拠点病院外受診者を

含まない） 
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（灰色はマスキング。病名は3病名のみ示した。） 

 

医療体制検討班からは集計結果に対し、以下

の意見が出された。 

 非加熱製剤の開始時期と、血友病 A 及び B

患者の年齢分布にはリアリティがある。 

 一方で、必ず薬剤治療が行われているはず

の集団のため、患者調査との数値の不一致

には違和感がある。 

 生活保護の割合は高い集団であるため、そ

の影響ではないか（NDB では生活保護対象

を捕捉できない）。 

 

4. 特定の HIV 薬の処方状況 

標準治療では処方されないことがある特定

のHIV薬【ヴァイデックスＥＣ、ビリアード錠、

レクシヴァ錠７００、インビラーゼ、クリキシ

バン、ビラセプト錠】のいずれかを 1剤以上処

方された患者に対する集計を行った。集計結果

を、資料番号８、９に示す。概数を以下に示す。 

 HIV/AIDS 患者全体 

NDB 812 名（男性 725 名、女性 87 名） 

（NDB 上の HIV/AIDS 患者に占める割合：

812/20249=4.0%） 

 HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者 

NDB 45 名（性別患者数：非公表） 

（NDB 上の当該患者に占める割合：45/504=8.9%） 

5. HIV 薬と他の HIV 薬の処方組み合わせ 

４．の特定の HIV 薬が処方されている患者にお

いて、他に処方されている HIV 薬の組み合わせ

に関する集計を行った。 

 HIV/AIDS 患者全体（主な組み合わせの抜粋） 

レトロビルカプセル１００ｍｇ×クリキシ

バンカプセル２００ｍｇ：全国で12名に処方。 

ビリアード錠３００ｍｇ×トリーメク配合

錠：全国で 13 名に処方。 

 HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者

（抜粋） 

ビリアード錠３００ｍｇ×アイセントレス錠

４００ｍｇ：全国で 11 名に処方。 

 

医療体制検討班からは集計結果に対し、以下

の意見が出された。 

 一番気になるのは d-ドラッグであるが、全

体 20,000 人に対する 800 人で 4%、対して

血液凝固異常症の 504 人に対する 45 人で

9%と差がある。治療内容の全国均てん化が

必要ということになるのか。 

 薬害エイズ 700 人の中で今はヴァイデック

スの部分のマスキング（NDB ガイドライン

に基づく 0～9人の人数のマスキング）が問

題。マスキング部分が「0でないこと」がわ

かれば、適正使用を目指そうというメッセ

ージを出すことができる。 

 レトロビルとクリキシバンは基本、最初の

薬の組み合わせである。 

 トリーメクとビリアードだとバックボーン

が重複している。不思議な処方ではある。 

 テビケイがこんなに処方されているのは意

外であり、精査が必要であろう。 

 

6. 治療中の B型肝炎を併存する患者数 

B 型肝炎の併存を明らかにするために、以下

の集団に対して集計を行った。 

 患者 6-a. 血液凝固異常症患者の B 型肝炎

合併 

（「患者定義 A」（血液凝固異常症）かつ「患

者定義 I」（B 型肝炎患者）を満たす患者） 

 患者 6-b. いわゆる薬害エイズ患者の B 型

肝炎合併（「患者定義 E」（HIV/AIDS 合併血

液凝固異常症患者）かつ「患者定義 I」（B 

型肝炎患者）を満たす患者） 

 患者 6-c. 薬害エイズではない血液凝固異

常症患者の B 型肝炎合併（「患者定義 F」

（HIV/AIDS を合併しない血液凝固異常症

患者）かつ「患者定義 I」（B 型肝炎患者）） 

集計結果を資料番号１２に示す。概数を以下

に示す。 

【B 型肝炎の治療薬を 1 剤以上処方され、

かつ、B 型肝炎の関連病名が 1 つ以上付与

されている患者】 

 血液凝固異常症患者全体 

全国で 20 名 （併存率 20/6310=0.3%） 

 HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者 

該当者数非公表 

7. 治療中の C型肝炎を併存する患者数 

C 型肝炎の併存状況を明らかにするために、

以下の集団に対して集計を行った。 

 患者 7-a. 血液凝固異常症患者の C 型肝炎

合併（「患者定義 A」（血液凝固異常症）かつ

全体 血友病 血友病Ａ 血友病Ｂ
30～34歳 26 15
35～39歳 110 14 75 36
40～44歳 130 11 105 25
45～49歳 94 10 76 18
50～54歳 76 62 13
55～59歳 34 22
60～64歳 24 16
65～69歳 10
総計 504 57 372 122
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「患者定義 J」（C 型肝炎患者）を満たす患

者） 

 患者 7-b. 薬害エイズ患者の C 型肝炎合併

（「患者定義 E」（HIV/AIDS 合併血液凝固異

常症患者）かつ「患者定義 J」（C 型肝炎患

者）を満たす患者） 

 患者 7-c. 薬害エイズではない血液凝固異

常症患者の C 型肝炎合併（「患者定義 F」

（HIV/AIDS を合併しない血液凝固異常症

患者）かつ「患者定義 J」（C 型肝炎患者）） 

集計結果を資料番号１３に示す。概数を以下

に示す。 

【C型肝炎の治療薬を1剤以上処方され、かつ、

C 型肝炎の関連病名が 1 つ以上付与されている

患者】 

 血液凝固異常症患者全体 

全国で 306 名 （併存率 306/6310=4.8%） 

 HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者 

全国で 106 名 （併存率 106/504=21.0%） 

8. 直接作用型抗ウイルス薬（DAAs）の処方状

況 

DAA の処方組み合わせを把握するため、以下

を対象に集計を行った。 

 患者 7-a. 血液凝固異常症患者の C 型肝

炎合併 

 患者 7-b. 薬害エイズ患者の C 型肝炎合

併 

 患者 7-c. 薬害エイズではない血液凝固

異常症患者の C 型肝炎合併 

資料番号１７に、C 型肝炎薬の各薬剤名別、

DAA の各薬剤名別処方患者数を示す。 

さらに、 

 患者 7. 日本の C 型肝炎患者全体（血液

凝固異常症でない患者を含む） 

を含めた対象集団に対する性別・年齢階級・

都道府県・診療年月別 DAA 薬剤処方人数を集計

した。結果を資料番号１８，１９，２０，２１

に示す。概数を以下に示す。 

【テラビック錠２５０ｍｇ、ダクルインザ

錠６０ｍｇ、スンベプラカプセル１００ｍｇ、

ソバルディ錠４００ｍｇ、ハーボニー配合錠、

ヴィキラックス配合錠の処方状況】 

 血液凝固異常症患者全体（対象：306 名） 

ダクルインザ錠６０ｍｇ：23 名（7.5%）、ス

ンベプラカプセル１００ｍｇ：23 名（7.5%）、

ソバルディ錠４００ｍｇ：39 名（12.7%）、ハー

ボニー配合錠：226 名（73.8%）、テラビック錠

２５０ｍｇ・ヴィキラックス配合錠：非公表 

 HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者

（106 名） 

ソバルディ錠４００ｍｇ：16 名（15.0%）、ハ

ーボニー配合錠：78 名（73.5%）、テラビック錠

２５０ｍｇ・ダクルインザ錠６０ｍｇ・スンベ

プラカプセル１００ｍｇ・ヴィキラックス配合

錠：非公表。 

医療体制検討班からは集計結果に対し、以下

の意見が出された。 

 インターフェロンとリハビリでうまくい

かなかった人に対してハーボニーが使わ

れるようなったと解釈することが可能。 

 ソバルディはインターフェロンと同じ使

い方なので、使われていないことに違和

感はない。 

 

４. 考察 

4.1 NDB 上の患者定義 

従来、全国患者数の調査は、標本抽出された

客体へ調査票を送付することにより行われて

きた。本研究は、調査票を用いることなく、非

特異的に集積されたリアルワールドデータを

集計することにより全国患者数を推計しよう

とする試みである。NDB が従来の調査法と決定

的に異なる点は、「日本のほぼ悉皆調査」である

ことである。NDB には、生活保護の医療扶助を

受けている患者、臨床治験中で保険診療を利用

していない患者、何らかの理由で保険診療を利

用していない少数の患者を除く、わが国のすべ

ての受診者情報が格納されている。また、NDB は、

患者報告アウトカム（PRO）ではなく医師の報告

に基づくデータであり、診療報酬由来であるた

め未報告率が著しく低いという利点を有する。 

 一方、NDB は「この検査を行った。」「この薬

剤を処方した。」というプロセス指標は豊富に

含まれるが、検査結果や予後といったアウトカ

ム指標の情報に乏しい。疾患定義はアウトカム

指標の組み合わせによるため、NDB によりある

疾患の患者を集計することは、「プロセス指標

を用いてアウトカム指標を再構築する」ことを

意味する。HIV/AIDS 以外の患者に抗 HIV 薬を継

続的に投与する意義はないため、「抗 HIV 薬を

投与されているということは HIV/AIDS の患者

と言えるのではないか。」といった蓋然性で患

者を定義づけることとなる。本研究の患者定義

は、臨床専門家の意見を集約し、組み立てたも

のである。 

 

4.2 今回集計の考察 

 血液凝固異常症患者数は、既存全国調査の
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8053 名に対し、NDB は 6310 名と 1700 名ほど少

なかった。生活保護や治験参加者が含まれない

という NDB の一般的な過小推計要因に加え、血

液製剤を使用していない比較的軽症の患者が

含まれないことが理由と考えられる。「血液製

剤を使用する血液凝固異常症患者」が 6300 名

程度という数値は、一定のリアリティを有する

との専門家意見であった。 

 HIV/AIDS 患者数は、当時の横幕班報告書より

も 2000 名ほど多く推計されている。これは、

NDB では診療所や拠点病院以外の病院が対象と

なっているためと考えられた。 

 HIV 感染症を合併した血液凝固異常症患者は、

既存調査より 100～200 名ほど少なく推計され

ている。生活保護受給者の多い集団であること

や、血液製剤を未使用の患者が含まれるためと

考えられる。一方で、患者の最低年齢階級が血

友病 Aでは 35 歳、血友病 Bでは 30 歳となって

いるのは、加熱製剤の開始時期の差を反映した

ものと考えられた。 

特定の HIV 薬の被処方率は、血液凝固異常症

患者全体では 4.0%であるのに対し、HIV 感染症

を合併した血液凝固異常症患者では 8.9%と高

値であった。また、HIV 薬と他の HIV 薬の処方

組み合わせでは、レトロビルとクリキシバンの

処方が継続されている例や、バックボーンが重

複したビリアードとトリーメクが同一患者に

処方されている例が確認された。標準治療から

外れている可能性のある投薬を受けている HIV

感染者の全国分布を初めて集計できたことは、

通常の調査・支援の網からこぼれ落ちている可

能性のある患者に悉皆調査の光を当てるとい

う本研究の目的につながる知見であると考え

られた。 

 C 型肝炎の併存率が、血液凝固異常症患者全

体では 4.8%であるのに、薬害エイズ当事者と思

われる患者では 21.0%に達しており、今後、肝

細胞がんを含めた詳細な分析が必要と考えら

れた。 

 DAAs の処方においては、ソバルディ、ハーボ

ニーともに、血液凝固異常症患者全体と薬害エ

イズ当事者と思われる患者とで被処方率に大

きな差はなく、C 型肝炎については両者で受療

状況の差は小さいことが示唆された。 

 

５．平成 31 年度に向けた取り組み 

「血液凝固異常症及び HIV/AIDS の患者の生

命予後や生活の質（QOL）に影響を及ぼす合併症

や医療状況等に関する集計の検討」については、

班会議内外の専門家より意見を聴取し、NDB の

集計設計を行っているところである。血液凝固

異常症については、標準的治療である定期補充

療法の実施率をNDBにより推計する手法の開発

を行っている。 

HIV/AIDS については、HIV 横幕班と深い連携

を始めている。HIV薬の処方動態についてのNDB

による把握を進めている横幕班が保有するＨ

28,29 年 12 月末時点での全国 50 施設程度の抗

HIV 療法のレジメン（10000 例程度）について、

同様の集計を NDB において行っている。集計結

果は両班の結果公表基準の範囲内で照合する。 

NDBによるHIV感染者把握の精緻度について、

横幕班結果との照合により「答え合わせ」を行

うとともに（NDB では既存集計との照合による

照らし合わせが重要である。）、横幕班では拾い

きれない診療所等の情報について、NDB 集計結

果による補完が可能であるかを検討する。 

横幕班との連携以外では、HIV 感染者が有す

る併存疾患について、C 型肝炎の有病率や DAAs

の普及に伴う有病率の変化、悪性腫瘍の合併の

増減について5年分程度のコホートで把握する

集計に着手している。 

 

６. 自己評価 

１） 達成度について 

 NDBデータの到着が想定より遅れたが、NDBを

用いて全国津々浦々の受療状況を把握すると

いう研究計画は支障なく進んでおり、残りの研

究期間で研究目的を十分に達成できると考え

ている。 

 

２） 研究成果の学術的・国際的・社会的意

義について 

 悉皆性の高い世界最大級のヘルスデータベ

ースを用いて、比較的患者数の少ない疾患の医

療受療状況を明らかにする研究であり、同様の

標本サイズでの研究は海外に存在せず、学術

的・国際的な意義は大きいと考える。また、歴

史的な経緯を有する疾患の受療状況について

の初の全国悉皆分析であり、社会的な意義は小

さくないと考える。 

３）今後の展望について 

 平成 31 年度は、NDB による患者数推計の精

緻化、血液製剤及び抗 HIV 薬の処方分布や処方

組み合わせ、新薬の処方状況、薬剤のスイッチ

ングなどの分析を予定している。  

血液凝固異常症の分析としては、後天性血友

病の全国患者数や併存疾患（基礎疾患たる悪性
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腫瘍の併存を含む。）の内訳などの社会的な懸

案事項の推計にも取り組む。HIV/AIDS の分析と

しては、横幕班との強い連携のもと、抗 HIV 薬

の処方状況を全国的に正確に把握するととも

に、C 型肝炎や悪性腫瘍などの併存疾患につい

て、有病率や治療状況、予後まで含めた受療状

況の把握に取り組む。つまり、血液凝固異常症

や HIV/AIDS という対象疾患を分析することに

加え、「血液凝固異常症患者」や「HIV/AIDS 患

者」という患者本人の有病や受療状況を包括的

に捉えることが本研究の次の課題である。 

研究班の最終年度である平成 31 年度は、最

終的に、NDB 分析と議論をもとに、HIV 感染症を

合併した血液凝固異常症患者の医療体制につ

いての包括的な提言をまとめる。 

なお、将来的な展望としては、頭蓋内出血の

重要な基礎疾患である高血圧の管理状況や、歯

科レセプトを用いた抜歯の実施状況を把握す

るなどで、血液凝固異常症患者の合併症管理を

含めた包括的な受療・予防の全体像を NDB を用

いて把握することを目指している。また、ヘモ

ライブラ等の新規製剤の処方状況（特に子ども

への処方実態）を全国網羅的に把握するなど、

臨床家へのフィードバックと行政施策への反

映の両方において有益と思われる集計も、専門

家とともに行っていく。ただし、この集計は、

令和元年を含む 5年分程度の NDBが必要となる

研究デザインであるため、実際の分析は（行う

としても）平成 32 年度以降となる。 

 

７．結論 

 レセプト情報・特定健診等情報データベース

（NDB）を用いて、HIV 感染症や血液凝固異常症

患者及び両方を合併した患者につき、全国の受

療状況について悉皆的な把握を試みた。今後、

集計要件の精緻化や患者定義の較正により、受

療状況の正確な把握に努めたい。 

 
８．健康危険情報 
なし（非該当） 

 

９．知的所有権の出願・取得状況（予定を含む） 

 なし 
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資料 1：NDB 集計の設計図（概要） 

 

第 1回血友病班会議：NDB 集計の設計図（概要） 

 

 

 集計対象期間：2015 年 4 月～2016 年 3 月（2015 年度・平成 27 年度） 

 患者数集計：ID0 で行う 

 集計の際に、同一の ID0 に複数の値（複数の都道府県や加齢による複数の年

齢階級等）が発生する場合は、「観察開始時点（その ID0 が最初に NDB に登

場した月）」の値を使用する。 

（受診都道府県についてはもっとも登場頻度が高い値を使い、年齢について

は観察期間中央年齢を用いるのが望ましいが、技術上の一手間がかかること

と、数値の解釈が難しくなるため、今回集計では暫定的に上記とする）。 

 ただし、薬剤の年月別処方人数など、月別の値が重要な場合は、観察開始月

ではなく、各月の値をそれぞれ集計する。 

 

【班会議用に行った集計】 

 

以下の集計における「全体」とは、延べ数ではなく、実人数を指す。 

「患者定義」は NDB における患者抽出条件であり、後述する。 

 

 

１．血友病の患者数 

２．HIV/AIDS 患者の人数集計 

３．HIV 感染症を合併した血友病患者の人数 

４．特定の HIV 薬の処方状況 

５．併存疾患（悪性腫瘍）の患者数比較 

６．併存疾患（B型肝炎）の患者数比較 

７．併存疾患（C型肝炎）の患者数比較 

８．後天性血友病の悪性腫瘍合併 

１０．DAA の処方状況 

１１．DAA の処方状況（２） 
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1. 血友病の患者数 

 

上記の患者定義 A（血友病患者）について、下記の集計を行う。 

 

・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体、血友病の各傷病名 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

 

2. HIV/AIDS 患者の人数集計 

 

上記の「患者定義 C」（HIV/AIDS 患者）について、下記の集計を行う。 

 

・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体 （本集計では、「各傷病名」の集計がない。） 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

 

3. HIV 感染症を合併した血友病患者の人数 

 

上記の患者定義 E（HIV/AIDS 合併血友病患者）について、下記の集計を行う。 

 

・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体、血友病の各傷病名 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

 

4. 特定の HIV 薬の処方状況 

 

標準治療では処方されないであろう特定の HIV 薬の処方状況を把握する。 
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※ 2017 年度の抽出条件と比較して、特定の HIV 薬からツルバダ（621662301）が除外さ

れている。 

 

患者 4-a. 日本のエイズ患者全体で、特定の HIV 薬を処方されている患者 

（患者定義 C（HIV 感染者/AIDS 患者）を満たし、かつ特定の HIV 薬を処方されている患

者） 

患者 4-b. いわゆる薬害エイズの患者のうち、特定の HIV 薬を処方されている患者 

（患者定義 E（HIV/AIDS 合併血友病患者）を満たし、かつ特定の HIV 薬を処方されてい

る患者） 

 

患者 4-a、4-b のそれぞれについて、下記の集計を行う。 

 

・表の表頭：全体、「特定の HIV 薬」の各薬剤名 

・表の表側： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、病院／診療所、47 都道府

県、診療年月、「HIV 薬すべて」の各薬剤名、血友病の各傷病名（患者 4-b のみ） 

 

 

5. 併存疾患（悪性腫瘍）の患者数比較 

※ 後天性血友病の基礎疾患に悪性腫瘍があるため、悪性腫瘍の合併率を計算する際には、

血友病患者から後天性血友病を除外する。 

 

患者 5-a.  後天性血友病を除く血友病患者の悪性腫瘍合併 

（「患者定義 G」（後天性血友病を除く血友病患者）かつ「患者定義 D」（悪性腫瘍患者）を

満たす患者） 

患者 5-b.  いわゆる薬害エイズの患者の悪性腫瘍合併（後天性血友病を除く） 

（「患者定義 G」（後天性血友病を除く血友病患者）かつ「患者定義 C」（HIV/AIDS 患者）

かつ「患者定義 D」（悪性腫瘍患者）を満たす患者） 

患者 5-c.   薬害エイズではない血友病患者の悪性腫瘍合併 

（「患者定義 G」（後天性血友病を除く血友病患者）かつ「患者定義 C でない患者」（HIV/AIDS

ではない患者）かつ「患者定義 D」（悪性腫瘍患者）） 

 

上記の患者 5-a、5-b、5-c のそれぞれにつき、下記の集計表を作成する： 
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・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体、悪性腫瘍傷病名 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

 

6. 併存疾患（B型肝炎）の患者数比較 

 

患者 6-a. 血友病患者の B 型肝炎合併 

（ 「患者定義 A」（血友病）かつ「患者定義 I」（B 型肝炎患者）を満たす患者） 

患者 6-b.  いわゆる薬害エイズ患者の B 型肝炎合併 

（「患者定義 E」（HIV/AIDS 合併血友病患者）かつ「患者定義 I」（B 型肝炎患者）を満たす

患者） 

患者 6-c. 薬害エイズではない血友病患者の B 型肝炎合併 

（「患者定義 F」（HIV/AIDS を合併しない血友病患者）かつ「患者定義 I」（B 型肝炎患者）） 

 

上記の患者 6-a、6-b、6-c のそれぞれにつき、下記の集計表を作成する： 

 

・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体 （本集計では、「各傷病名」の集計がない。） 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

 

7. 併存疾患（C型肝炎）の患者数比較 

 

患者 7-a.   血友病患者の C 型肝炎合併 

（「患者定義 A」（血友病）かつ「患者定義 J」（C 型肝炎患者）を満たす患者） 

患者 7-b.   薬害エイズ患者の C 型肝炎合併 

（「患者定義 E」（HIV/AIDS 合併血友病患者）かつ「患者定義 J」（C 型肝炎患者）を満た

す患者） 

患者 7-c.   薬害エイズではない血友病患者の C 型肝炎合併 

（「患者定義 F」（HIV/AIDS を合併しない血友病患者）かつ「患者定義 J」（C 型肝炎患者）） 
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上記の患者 7-a、7-b、7-c のそれぞれにつき、下記の集計表を作成する： 

 

・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体 （本集計では、「各傷病名」の集計がない。） 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

 

8. 後天性血友病の悪性腫瘍合併 

 

8a. 後天性血友病の患者数 

 ・抽出条件： H（後天性血友病全体） 

 ・表頭： 全体 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、後天性血友病 5 疾患の各病名、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳

刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

8b. 後天性血友病で、悪性腫瘍の傷病名を有する患者数 

 ・抽出条件： H（後天性血友病全体）＆ 悪性腫瘍傷病名をもつ患者 

 ・表頭： 全体、悪性腫瘍傷病名 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、後天性血友病 5 疾患の各病名、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳

刻み）、47 都道府県、診療年月 

 

 

9. 直接作用型抗ウイルス薬（DAA） 

集計 10 及び集計 11 に併合して表示 

 

 

10. 直接作用型抗ウイルス薬（DAAs）の処方状況 

 

DAA の処方組み合わせを把握する。 
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患者 7-a.   血友病患者の C 型肝炎合併 

患者 7-b.   薬害エイズ患者の C 型肝炎合併 

患者 7-c.   薬害エイズではない血友病患者の C 型肝炎合併 

 

上記の患者 7-a、7-b、7-c のそれぞれにつき、下記の集計表を作成する： 

 

・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体、C 型肝炎薬の各薬剤名 

・表の表側（左のセルの項目）： 

DAA の各薬剤名 

 

 

11. DAA の処方状況（２） 

 

患者 7.   日本の C 型肝炎患者全体（血友病でない患者を含む） 

患者 7-a.   血友病患者の C 型肝炎合併 

患者 7-b.   薬害エイズ患者の C 型肝炎合併 

患者 7-c.   薬害エイズではない血友病患者の C 型肝炎合併 

 

上記の患者 7-a、7-b、7-c、7-d のそれぞれにつき、下記の集計表を作成する： 

 

・表の表頭（上のセルの項目）： 

全体、DAA の各薬剤名 

・表の表側（左のセルの項目）： 

全体、性別（男女）、年齢階級（0～9 歳と 10 歳以上 5 歳刻み）、47 都道府県、診療年月 
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【各傷病の患者定義】 

（NDB 的患者定義。今回の「集計」の前提条件となる。） 

 

 患者定義 A.（血友病患者の定義） 

血液製剤を 1 剤以上処方され、かつ、血友病の関連病名が 1 つ以上付与されている患者を、

この NDB 分析における血友病患者とする。 

 

※ 2017 年度の抽出条件と比較して、「血友病の関連病名」からアンチトロンビン欠乏症を

示す病名（「アンチトロンビンⅢ欠乏症」（8830404）、「アンチトロンビン欠乏症」

（8847158）の 2 つ）が除外されている。 

※ 血液製剤使用と血友病関連病名の組み合わせ（エキスパート・オピニオン）による患者

定義（患者定義 B）は、班会議の議論の結果、今後使用しない。 

 

 患者定義 C.（HIV 感染者/AIDS 患者の定義） 

抗 HIV 薬を 1 剤以上処方された患者を、この NDB 分析における HIV 感染者/AIDS 患者と

する。 

 

 患者定義 D.（がん患者の定義） 

抗悪性腫瘍薬を 1 回でも投与されたことのある患者を、この NDB 分析におけるがん患者と

する。 

 

 患者定義 E.（HIV/AIDS 合併血友病患者の定義） 

「患者定義 A」（血友病）かつ「患者定義 C」（HIV/AIDS 患者） 

 

 患者定義 F.（HIV/AIDS を合併しない血友病患者の定義） 

「患者定義 A」（血友病）かつ「患者定義 C に該当しない」（HIV/AIDS 患者ではない） 

 

※ 上記の「患者定義 C に該当しない」（HIV/AIDS 患者ではない）とは、患者定義 C に用

いられている抗 HIV 薬を一切処方されていない患者を指す。 

※ 患者定義 E＋患者定義 F＝患者定義 A となる。 
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 患者定義 G.（後天性血友病を除く血友病患者の定義） 

血液製剤を 1 剤以上処方され、かつ、「後天性血友病以外の関連病名」が 1 つ以上付与され

ている患者を、この NDB 分析における後天性血友病患者とする。 

 

 患者定義 H.（後天性血友病 A患者の定義） 

（後天性血友病 A のみを特出しして分析するための集計） 

血液製剤を 1 剤以上処方され、かつ、後天性血友病 A の関連病名が 1 つ以上付与されてい

る患者を、この NDB 分析における後天性血友病 A 患者とする。 

 

 患者定義 I.（B 型肝炎患者の定義） 

B 型肝炎の治療薬を 1 剤以上処方され、かつ、B 型肝炎の関連病名が 1 つ以上付与されて

いる患者を、この NDB 分析における B 型肝炎患者とする。 

 

 患者定義 J.（C 型肝炎患者の定義） 

C 型肝炎の治療薬を 1 剤以上処方され、かつ、C 型肝炎の関連病名が 1 つ以上付与されて

いる患者を、この NDB 分析における C 型肝炎患者とする。 
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資料 2：集計結果 

（資料番号 1、2）日本の血友病患者数 

 
※出典：血液凝固異常症全国調査（平成 27 年度）報告書の頁 3、表 1より 

http://api-net.jfap.or.jp/library/alliedEnt/02/images/h27_research/h27_research.pdf 

全
体

H
2
7
全
国
調
査
※

⾎
友
病

⾎
友
病
Ａ

⾎
友
病
Ｂ

プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
⽋
乏
症

パ
ラ
⾎
友
病

フ

ン
ウ

ル
ブ
ラ
ン
ド
病

フ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
⽋
乏
症

後
天
性
凝
固
因
⼦
⽋
乏
症

凝
固
因
⼦
⽋
乏
症

先
天
性
⾎
液
凝
固
因
⼦
異
常

⾎
友
病
関
節
炎

⾎
友
病
性
出
⾎

後
天
性
低
プ
ロ
ト
ロ
ン
ビ
ン
⾎
症

先
天
性
第
Ｘ
因
⼦
⽋
乏
症

先
天
性
第
Ｘ
Ｉ
Ｉ
因
⼦
⽋
乏
症

先
天
性
第
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
因
⼦
⽋
乏
症

先
天
性
無
フ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
⾎
症

フ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
異
常
症

フ

ブ
リ
ノ
ゲ
ン
減
少
症

プ
ロ
テ
イ
ン
Ｃ
⽋
乏
症

プ
ロ
テ
イ
ン
Ｓ
⽋
乏
症

後
天
性
⾎
友
病
Ａ

後
天
性
⾎
友
病
Ｂ

第
Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
因
⼦
イ
ン
ヒ
ビ
タ

陽

性
先
天
性
⾎
友
病

第
Ｉ
Ｘ
因
⼦
イ
ン
ヒ
ビ
タ

陽
性
先

天
性
⾎
友
病

第
Ｖ
Ｉ
Ｉ
因
⼦
⽋
乏
症

後
天
性
第
Ｘ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
因
⼦
⽋
乏
症

先
天
性
第
Ｘ
Ｉ
因
⼦
⽋
乏
症

男性 5,418 6,937 406 3,081 819 24 179 108 72 544 128 1,353 253 3 3 6 194 13 3 20 7 5 58 5 121 20 17 444 5
⼥性 892 1,116 20 25 13 16 1 178 77 40 233 22 6 7 4 7 1 88 21 2 18 3 4 41 2 1 1 13 194
総計 6,310 8,053 426 3,106 832 40 1 357 185 112 777 150 1,359 260 7 10 7 282 34 5 38 10 9 99 7 122 21 30 638 5

0歳 149 4 25 15 3 5 24 3 36 5 1 1 44 1 7 1 1 2 1 1 10
1歳 66 6 38 15 5 7 6 3 2 1 6 1 1
2歳 66 7 45 7 1 1 6 2 5 4 1 2 8 1 2
3歳 63 5 46 13 3 2 3 1 7 1 6 1
4歳 76 9 55 10 1 5 4 10 5 1 1 4 2
5歳 92 7 58 20 4 1 6 13 3 1 4 3
6歳 75 3 51 12 7 3 5 20 5 2 6 1 2
7歳 76 6 55 9 3 1 2 2 1 16 5 1 4 2
8歳 73 6 47 14 5 1 2 22 8 1 1 1 4 1
9歳 64 7 45 8 1 4 2 3 23 8 1 1 1 1 3 2
10〜14歳 388 17 246 86 23 7 1 19 4 118 20 1 1 10 3 3 1 1 8 1 3 8 1
15〜19歳 388 22 257 78 24 5 1 13 109 16 6 1 9 2 4 6
20〜24歳 349 26 224 72 16 6 10 4 101 22 9 1 1 1 1 9 8
25〜29歳 353 18 224 61 1 29 7 2 5 6 85 25 1 11 1 4 5 5
30〜34歳 406 35 264 61 1 21 13 1 25 12 129 21 4 1 12 2 1 2 1 1 3 9
35〜39歳 453 39 295 71 3 37 7 2 20 24 142 26 1 3 11 7 1 2 2 3 4 7 3 10 1
40〜44歳 426 30 285 65 1 30 5 4 28 10 153 24 9 4 3 2 6 14
45〜49歳 333 36 209 49 12 3 2 27 22 118 12 1 1 11 5 1 1 1 1 2 1 1 20
50〜54歳 337 29 197 38 1 1 22 5 6 30 16 97 13 1 13 4 5 6 4 26
55〜59歳 243 25 106 28 2 23 6 3 36 11 62 11 1 11 1 2 4 2 1 27
60〜64歳 330 28 123 30 2 20 11 11 61 10 57 11 17 1 1 4 9 62 1
65〜69歳 407 24 102 21 5 15 17 15 82 4 31 6 33 4 17 3 3 1 3 107
70〜74歳 360 12 48 22 3 12 19 15 101 12 21 5 1 1 24 1 2 2 1 9 1 6 2 108
75〜79歳 318 10 30 9 3 16 15 16 102 2 7 2 1 1 32 1 6 17 2 1 1 5 84 1
80〜84歳 253 6 22 11 8 14 7 18 88 5 6 4 1 13 1 19 3 71
85〜89歳 124 5 8 4 2 1 4 8 50 1 3 1 1 6 1 10 2 35 1
90〜94歳 36 4 1 3 1 1 1 10 2 1 3 1 14
95〜99歳 6 1 1 1 1 1 1 1
総計 6,310 426 3,106 832 40 1 357 185 112 777 150 1,359 260 7 10 7 282 34 5 38 10 9 99 7 122 21 30 638 5

北海道 333 20 102 39 3 19 95 4 42 44 42 11 2 1 1 14 2 2 4 1 4 4 4 21
⻘森県 53 2 17 15 4 1 9 1 8 1 7 1 4
岩⼿県 86 4 39 8 1 1 13 8 8 1 4 2 1 2 1 1 11
宮城県 142 4 79 11 4 2 1 3 19 1 22 1 3 1 1 3 20
秋⽥県 48 2 12 10 1 4 1 9 3 3 3 7 1 8
⼭形県 54 4 18 9 3 16 5 2 3 3 1 1 1 6
福島県 87 7 40 8 2 6 6 2 11 9 1 1 2 8
茨城県 98 8 42 13 1 3 1 26 17 2 5 1 1 1 13
栃⽊県 94 5 48 13 2 12 1 21 1 11 3 4 1 1 12 1
群⾺県 84 7 47 16 1 3 3 3 24 4 8 1 2 3 1 1
埼⽟県 209 15 77 22 1 5 14 16 32 11 10 5 1 16 2 2 4 3 1 22
千葉県 201 13 93 28 7 1 2 39 2 47 10 10 1 4 9 3 14
東京都 1,032 44 563 145 5 47 2 10 84 24 278 115 1 29 1 1 1 17 9 3 2 155 1
神奈川県 337 15 208 55 14 1 35 8 98 11 13 4 3 6 5 1 2 20 1
新潟県 151 9 66 16 6 1 5 3 3 34 2 15 1 1 2 1 1 3 2 3 2 14
富⼭県 45 7 22 5 1 4 5 7 1 1 2 3
⽯川県 41 6 18 4 4 4 4 1 7 2 4
福井県 39 3 10 3 1 1 4 11 7 1 4 1 1 8
⼭梨県 29 4 8 3 1 6 2 1 3 2 1 6
⻑野県 86 11 44 13 6 2 1 10 2 13 1 4 1 1 4 1 3
岐⾩県 95 8 46 20 1 5 9 1 15 1 4 1 1 2 1 5
静岡県 134 11 75 20 1 6 2 4 16 5 22 1 5 1 7 1 9
愛知県 433 18 231 71 2 40 9 9 28 1 125 5 1 12 5 5 1 1 7 8 2 1 25
三重県 60 4 22 8 3 3 4 13 1 11 2 3 1 1 4 1 11
滋賀県 72 9 36 11 2 7 9 3 7 1 1 1 2 9
京都府 112 8 44 16 3 2 18 2 21 7 8 1 2 1 3 14
⼤阪府 390 46 187 42 1 22 4 4 77 3 88 21 14 2 1 2 11 4 2 25
兵庫県 321 28 198 42 25 2 3 20 6 80 13 1 1 10 2 3 10 3 1 18 1
奈良県 125 5 83 14 1 14 1 3 58 6 1 3 3
和歌⼭県 56 3 26 7 5 4 8 9 1 1 1 2 1 5
⿃取県 26 4 9 2 1 2 4 1 5 2 1 3
島根県 40 5 21 2 2 1 5 1 6 1 4 2 5
岡⼭県 69 9 38 4 2 1 10 1 5 1 1 6 5 1 1 1 2 3 4
広島県 153 14 82 18 3 16 2 16 18 65 5 9 2 3 5 1 14
⼭⼝県 90 4 26 6 2 1 3 34 5 1 4 1 2 1 13
徳島県 49 2 15 7 2 3 5 6 2 2 1 1 16
⾹川県 41 3 22 2 1 7 6 1 2 1 1 5
愛媛県 63 5 25 7 4 3 7 1 10 1 1 1 1 18
⾼知県 22 4 8 3 5 2 2 1 1 3
福岡県 279 12 153 42 25 3 5 29 4 109 13 2 1 2 9 1 2 1 2 7 3 2 23 1
佐賀県 31 1 20 5 2 1 8 2 2 2 2
⻑崎県 66 9 40 7 1 2 1 8 11 3 3 1 4
熊本県 66 3 39 11 1 2 4 11 1 1 3 2 3 3
⼤分県 56 2 27 8 5 1 3 11 2 2 1 1 1 10
宮崎県 38 1 20 3 2 1 1 7 1 3 11
⿅児島県 95 10 28 5 4 16 3 9 14 2 16 1 8 4 2 12
沖縄県 79 8 32 15 4 2 11 1 18 3 5 1 5 15
総計 6,310 426 3,106 832 40 1 357 185 112 777 150 1,359 260 7 10 7 282 34 5 38 10 9 99 7 122 21 30 638 5

201504 1,769 119 980 382 8 1 82 23 17 132 35 446 78 3 1 62 19 3 2 2 17 1 46 7 5 50
201505 1,764 134 1,020 373 8 1 68 17 8 103 44 456 64 1 5 1 68 18 1 4 2 1 13 2 49 9 3 49
201506 1,852 122 1,058 399 8 1 74 29 13 103 37 460 91 1 5 74 19 1 7 1 1 6 2 53 8 3 59
201507 1,943 139 1,098 411 6 95 27 16 108 56 485 75 3 4 3 73 23 2 5 1 3 8 1 49 7 2 72
201508 1,919 137 1,102 421 8 1 77 19 10 118 49 494 79 1 5 4 69 22 1 6 3 2 7 2 52 11 5 57 2
201509 1,825 131 1,044 403 6 69 24 15 102 45 447 78 4 1 68 23 2 5 2 1 7 1 48 8 4 64
201510 1,987 156 1,165 412 8 71 21 10 124 35 494 92 5 2 78 26 2 5 3 3 10 2 57 6 2 57 1
201511 2,068 144 1,267 366 7 77 24 17 110 48 520 79 4 3 74 21 2 7 3 1 11 1 56 7 2 79 1
201512 2,366 168 1,487 435 10 77 26 15 121 47 607 111 1 4 4 77 23 2 6 1 3 15 1 65 11 5 62 1
201601 2,346 167 1,530 400 6 75 18 13 121 53 600 88 3 3 80 24 3 8 4 3 4 2 66 7 4 67 1
201602 2,466 184 1,612 407 6 76 30 11 118 49 642 107 4 2 84 22 2 6 1 1 13 2 69 8 6 76
201603 2,714 208 1,794 440 10 98 24 15 131 50 720 120 1 3 2 78 23 1 4 2 1 19 1 73 10 4 83

⾎友病患者数
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（資料番号 3）日本の HIV/AIDS 患者数 

 
※出典：API-NET（エイズ予防情報ネット） 平成 27 年エイズ発生動向年報 表２より 

http://api-net.jfap.or.jp/status/2015/15nenpo/15nenpo_menu.html  

H27委員会
報告※

男性 18,738 22,899 北海道 361 201,504 8,265
⼥性 1,511 3,096 ⻘森県 57 201,505 7,969
総計 20,249 25,995 岩⼿県 37 201,506 8,412

宮城県 190 201,507 8,398
0歳 1 秋⽥県 34 201,508 8,275
3歳 1 ⼭形県 38 201,509 8,358
4歳 1 福島県 61 201,510 8,618
5歳 3 茨城県 314 201,511 8,205
10〜14歳 2 栃⽊県 269 201,512 8,900
15〜19歳 32 群⾺県 195 201,601 8,188
20〜24歳 375 埼⽟県 401 201,602 8,436
25〜29歳 1,358 千葉県 589 201,603 9,016
30〜34歳 2,217 東京都 8,145
35〜39歳 3,286 神奈川県 1,167
40〜44歳 4,118 新潟県 100
45〜49歳 3,065 富⼭県 52
50〜54歳 1,977 ⽯川県 111
55〜59歳 1,263 福井県 42
60〜64歳 1,148 ⼭梨県 55
65〜69歳 761 ⻑野県 236
70〜74歳 389 岐⾩県 114
75〜79歳 175 静岡県 336
80〜84歳 65 愛知県 1,230
85〜89歳 9 三重県 119
90〜94歳 3 滋賀県 111
総計 20,249 京都府 310

⼤阪府 2,517
兵庫県 542
奈良県 131
和歌⼭県 72
⿃取県 29
島根県 18
岡⼭県 170
広島県 254
⼭⼝県 52
徳島県 40
⾹川県 82
愛媛県 101
⾼知県 56
福岡県 702
佐賀県 20
⻑崎県 83
熊本県 146
⼤分県 56
宮崎県 86
⿅児島県 115
沖縄県 303
総計 20,249

HIV/AIDS患者数
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（資料番号 4、5）HIV 感染症を合併した血友病患者数 
HIV感染症を合併した⾎友病患者の数
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⾎
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
因
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症

先
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第
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Ｉ
因
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乏
症

後
天
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病
Ｂ

男性 501 56 372 122 4 1 15 31 251 40 1 1 2 1 12 2 1 2 1 1
⼥性 3 1 2 1 1
総計 504 57 372 122 6 1 15 32 251 40 1 1 1 2 1 12 2 1 2 1 1

30〜34歳 26 5 8 15 1 1 9 1 1
35〜39歳 110 14 75 36 1 1 6 51 12 1 3 1 1
40〜44歳 130 11 105 25 1 4 4 69 11 1 3
45〜49歳 94 10 76 18 1 2 8 49 6 1 1 1 1 1 1
50〜54歳 76 8 62 13 1 1 4 7 42 6 1 2 1
55〜59歳 34 4 22 7 3 4 14 2 1 1
60〜64歳 24 3 16 5 1 3 10 1 1
65〜69歳 10 2 8 3 7 1 1
総計 504 57 372 122 6 1 15 32 251 40 1 1 1 2 1 12 2 1 2 1 1

北海道 24 5 16 3 2 2 16 8 1 1 2
⻘森県 3 1 2 1 1 1
岩⼿県 3 1 2 1 1
宮城県 20 21 5 1
秋⽥県 3 1 2 1
⼭形県 2 2 1 1 1
福島県 6 1 4 2 1 1
茨城県 9 2 5 4 3 1
栃⽊県 4 1 2 2 1 1
群⾺県 8 2 3 5 2
埼⽟県 3 2 2 1
千葉県 6 1 3 3 2 1
東京都 169 4 134 36 1 3 4 91 29 1 2 1
神奈川県 13 3 10 3 5 2
新潟県 5 2 2 2 1
富⼭県 5 1 4 1 1 3
⽯川県 6 2 3 2 3
福井県
⼭梨県
⻑野県 3 3 1 1
岐⾩県 4 4 1
静岡県 8 1 6 2 2
愛知県 23 3 16 7 18
三重県 2 2 2
滋賀県 6 5 1 1 2 1
京都府 4 1 3 3
⼤阪府 30 5 24 5 1 20 4
兵庫県 16 2 10 5 1 11 1
奈良県 8 6 3 4
和歌⼭県 3 3 1
⿃取県 1 1
島根県
岡⼭県 9 4 7 2 1 2 1
広島県 13 2 9 4 1 5 13 1
⼭⼝県 3 1 3 1
徳島県 5 1 2 3
⾹川県
愛媛県
⾼知県
福岡県 38 3 29 11 1 3 22 1 1 1 1 1
佐賀県 1 1 1
⻑崎県 11 2 7 2 1 5
熊本県 9 9 6 1
⼤分県 5 4 1 2
宮崎県 4 3 1 1
⿅児島県 4 3 4 3 1
沖縄県 5 3 4 1 1 4 1 2

201504 220 22 142 69 2 8 7 104 12 1 1 5 1 1
201505 227 20 156 60 1 7 9 101 16 1 5 1 1
201506 232 20 150 72 1 5 6 98 19 1 1 1 6 1
201507 246 20 168 68 1 7 10 110 17 1 1 1 7 2 1
201508 247 22 163 74 3 9 8 104 15 1 1 7 2 1
201509 223 17 153 63 1 1 7 9 95 10 1 1 7 1 1
201510 256 26 168 74 2 7 3 108 15 1 1 7 1 1
201511 263 19 192 63 1 6 12 112 11 1 1 7 2 1
201512 293 26 207 74 3 6 12 129 16 1 1 1 1 10 2 1 1 1 1
201601 270 18 198 68 2 6 16 120 12 1 1 1 1 9 1 1 1
201602 311 32 216 87 2 7 10 136 18 2 1 8 2 1 1 1
201603 325 27 249 69 3 5 17 140 16 1 1 1 8 2 1 1
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（資料番号 6）特定の HIV 薬の処方状況（HIV/AIDS 患者全体） 

 

特定のHIV薬を処⽅されている患者（HIV感染者/AIDS患者）

全体

ヴァイデックス
ＥＣカプセル
１２５　１２
５ｍｇ

ヴァイデックス
ＥＣカプセル
２００　２０
０ｍｇ

ビリアード錠３
００ｍｇ

レクシヴァ錠７
００　７００
ｍｇ

インビラーゼカ
プセル２００
ｍｇ

インビラーゼ錠
５００ｍｇ

クリキシバンカ
プセル２００
ｍｇ

ビラセプト錠２
５０ｍｇ

男性 725 9 8 334 305 4 3 13 64
⼥性 87 1 43 25 1 1 1 16
総計 812 10 8 377 330 5 4 14 80

5歳 1 1
15〜19歳 2 2
20〜24歳 11 9 2
25〜29歳 16 8 8
30〜34歳 54 21 33
35〜39歳 120 1 48 63 1 1 8
40〜44歳 157 2 4 80 61 1 2 11
45〜49歳 149 2 73 58 2 3 16
50〜54歳 93 3 43 34 1 2 3 9
55〜59歳 68 1 1 34 23 1 9
60〜64歳 57 1 1 20 21 2 13
65〜69歳 53 27 19 1 7
70〜74歳 21 1 9 4 2 5
75〜79歳 7 1 4 1 1
80〜84歳 1 1
85〜89歳 1 1
90〜94歳 1 1
総計 812 10 8 377 330 5 4 14 80

北海道 9 2 4 3
⻘森県 2 2
岩⼿県
宮城県 10 8 1 2
秋⽥県 3 2 1
⼭形県 4 1 3
福島県 5 1 3 1
茨城県 14 1 5 3 5
栃⽊県 8 1 4 1 2
群⾺県 9 6 3
埼⽟県 16 3 12 1
千葉県 12 2 4 4 2
東京都 320 2 4 124 177 4 17
神奈川県 43 2 1 18 16 2 5
新潟県 4 4
富⼭県
⽯川県
福井県 2 2
⼭梨県 4 1 1 3
⻑野県 10 5 4 1
岐⾩県 3 1 2
静岡県 22 1 11 2 9
愛知県 102 1 86 9 2 5
三重県 12 7 5
滋賀県 5 2 1 3
京都府 5 3 2
⼤阪府 54 1 22 26 5
兵庫県 20 7 14
奈良県 18 6 12
和歌⼭県 3 2 2
⿃取県 2 1 1
島根県 3 3
岡⼭県 11 7 2 2
広島県 3 2 1
⼭⼝県
徳島県 3 3
⾹川県 3 1 2
愛媛県 17 6 8 2 1
⾼知県 2 1 1
福岡県 22 1 16 3 2
佐賀県
⻑崎県 2 1 1
熊本県 8 4 4
⼤分県 5 3 1 1
宮崎県 4 4
⿅児島県 5 1 4
沖縄県 3 3
総計 812 10 8 377 330 5 4 14 80

201504 351 6 3 161 135 2 1 10 40
201505 309 4 3 143 122 3 2 9 35
201506 335 6 154 127 3 1 9 39
201507 307 4 5 131 123 2 1 10 39
201508 284 6 137 103 3 2 7 35
201509 286 5 2 116 120 3 2 10 33
201510 312 7 3 136 126 3 8 37
201511 266 4 3 127 95 2 1 7 36
201512 290 7 133 112 1 2 10 31
201601 281 4 3 118 111 3 7 41
201602 264 7 2 123 99 1 1 7 32
201603 271 4 2 117 109 2 1 9 32
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（資料番号 7）特定の HIV 薬の処方状況（薬害エイズ患者） 

 

特定のHIV薬を処⽅されている患者（HIV/AIDS＋⾎友病の患者）

全体

ビリアード錠３
００ｍｇ

レクシヴァ錠７
００　７００
ｍｇ

ビラセプト錠２
５０ｍｇ

インビラーゼ錠
５００ｍｇ

インビラーゼカプ
セル２００ｍ
ｇ

ヴァイデックスＥ
Ｃカプセル２０
０　２００ｍ
ｇ

男性 45 22 13 9 1 2 1
⼥性
総計 45 22 13 9 1 2 1

30〜34歳 1 1
35〜39歳 13 7 5 1 1
40〜44歳 10 6 2 3
45〜49歳 11 4 3 2 2 1
50〜54歳 5 3 1 1
55〜59歳 3 1 1 1
60〜64歳 1 1
65〜69歳 1 1
総計 45 22 13 9 1 2 1

201504 30 15 9 5 1 1
201505 27 12 7 9 1 1
201506 24 12 6 5 1
201601 30 14 7 8 2 1
201510 27 14 8 5 1
201602 25 12 7 6 1
201508 26 11 8 6 1 1
201509 27 14 5 7 1 1 1
201603 25 12 4 8 1 1
201512 27 15 7 5 1
201511 27 13 5 8 1 1
201507 32 15 8 8 1 1 1

⾎友病 1 1
⾎友病Ａ 31 15 8 7 1 2 1
⾎友病Ｂ 12 7 4 1
凝固因⼦⽋乏 1 1
先天性⾎液凝 1 1
⾎友病関節炎 17 6 6 5 2 1
⾎友病性出⾎ 5 4 1
第ＶＩＩＩ因 2 1 1

北海道 3 2 1
⻘森県
岩⼿県
宮城県 2 2
秋⽥県 1 1
⼭形県
福島県
茨城県
栃⽊県
群⾺県
埼⽟県 1 1
千葉県 1 1
東京都 14 7 7 1
神奈川県
新潟県
富⼭県
⽯川県
福井県
⼭梨県
⻑野県
岐⾩県 2 1 1
静岡県
愛知県 6 1 4 1
三重県
滋賀県 1 1 1
京都府 1 1
⼤阪府 2 2
兵庫県
奈良県
和歌⼭県 1 1 1
⿃取県
島根県
岡⼭県 1 1
広島県
⼭⼝県
徳島県 1 1
⾹川県
愛媛県
⾼知県
福岡県 3 2 1
佐賀県
⻑崎県 1 1
熊本県 3 2 1
⼤分県 1 1
宮崎県
⿅児島県
沖縄県 9 1 2 1
総計 45 22 13 9 1 2 1
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（資料番号 8）特定の HIV 薬と他の HIV 薬の組み合わせ処方（HIV/AIDS 患者全体） 

ヴァイデックス
ＥＣカプセル
１２５　１
２５ｍｇ

ヴァイデックス
ＥＣカプセル
２００　２
００ｍｇ

ビリアード錠
３００ｍｇ

レクシヴァ錠
７００　７
００ｍｇ

インビラーゼカ
プセル２００
ｍｇ

インビラーゼ
錠５００ｍ
ｇ

クリキシバンカ
プセル２００
ｍｇ

ビラセプト錠
２５０ｍｇ

ゼリットカプセル１５　１５ｍｇ 1 3 1 10

ゼリットカプセル２０　２０ｍｇ 5

ビラミューン錠２００　２００ｍｇ 2

ヴァイデックスＥＣカプセル１２５　１２５ｍｇ 10 1

ヴァイデックスＥＣカプセル２００　２００ｍｇ 8 1 1

エピビル錠１５０　１５０ｍｇ 3 2 162 20 2 1 12 54

エピビル錠３００　３００ｍｇ 63 3 1

レイアタッツカプセル１５０ｍｇ 52

レイアタッツカプセル２００ｍｇ 1 2

ビリアード錠３００ｍｇ 377 11 2

レクシヴァ錠７００　７００ｍｇ 1 11 330

エムトリバカプセル２００ｍｇ 82 1

インビラーゼカプセル２００ｍｇ 1 5

インビラーゼ錠５００ｍｇ 4

クリキシバンカプセル２００ｍｇ 1 14

ザイアジェン錠３００ｍｇ 1 1 27 11 1 4

レトロビルカプセル１００ｍｇ 3 3 6 3 12 29

プリジスタ錠３００ｍｇ 2 1 14

ストックリン錠６００ｍｇ 2 85 5

アイセントレス錠４００ｍｇ 2 1 68 18 2 4

インテレンス錠１００ｍｇ 13 3

シーエルセントリ錠１５０ｍｇ 1 4 1 1

ノービア内⽤液８％　８０ｍｇ 1

ビラセプト錠２５０ｍｇ 2 80

コンビビル配合錠 1 1 8 2 2 1 15

カレトラ配合内⽤液 1

エプジコム配合錠 2 20 104 1 5

ツルバダ配合錠 83 197 1 1 1 9

カレトラ配合錠 5 3 41 2

ストックリン錠２００ｍｇ 2 30 1 1

ノービア錠１００ｍｇ 3 2 104 284 4 4 1 1

エジュラント錠２５ｍｇ 17 1

スタリビルド配合錠 5 4 3

プリジスタナイーブ錠８００ｍｇ 37 4 1

テビケイ錠５０ｍｇ 2 97 36 2 1 1 4

コムプレラ配合錠 7 2 1

プリジスタ錠６００ｍｇ 1 1 10 1 1

トリーメク配合錠 1 13 35 3

総計 34 35 1,447 1,079 19 15 45 232

特定のHIV薬と他のHIV薬の組み合わせ処⽅（HIV感染者/AIDS患者）
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（資料番号 9）特定の HIV 薬と他の HIV 薬の組み合わせ処方（薬害エイズ患者） 

 
  

ヴァイデックスＥ
Ｃカプセル２０
０　２００ｍｇ

ビリアード錠３０
０ｍｇ

レクシヴァ錠７０
０　７００ｍｇ

インビラーゼカプセ
ル２００ｍｇ

インビラーゼ錠５
００ｍｇ

ビラセプト錠２５
０ｍｇ

ゼリットカプセル２０　２０ｍｇ 1
ヴァイデックスＥＣカプセル２００　２００ｍｇ 1 1
エピビル錠１５０　１５０ｍｇ 6 2 1 8
エピビル錠３００　３００ｍｇ 2 1
レイアタッツカプセル１５０ｍｇ 3
ビリアード錠３００ｍｇ 22 2
レクシヴァ錠７００　７００ｍｇ 2 13
インビラーゼカプセル２００ｍｇ 1 2
インビラーゼ錠５００ｍｇ 1
ザイアジェン錠３００ｍｇ 8 1
レトロビルカプセル１００ｍｇ 1 4
ストックリン錠６００ｍｇ 1
アイセントレス錠４００ｍｇ 11 3 1
インテレンス錠１００ｍｇ 3 1
シーエルセントリ錠１５０ｍｇ 1 1 1
ビラセプト錠２５０ｍｇ 9
コンビビル配合錠 1 1 1
エプジコム配合錠 1
ツルバダ配合錠 7 1
カレトラ配合錠 4 1
ストックリン錠２００ｍｇ 1
ノービア錠１００ｍｇ 4 7 1 1
エジュラント錠２５ｍｇ 3 1
プリジスタナイーブ錠８００ｍｇ 1
テビケイ錠５０ｍｇ 1 4 1 1
コムプレラ配合錠 1
トリーメク配合錠 1
総計 5 76 44 8 3 24



 

26 

（資料番号 10）悪性腫瘍の患者数（後天性血友病を除く血友病患者全体） 

 
  

悪性腫瘍の併存（⾎友病患者全体）（集計から後天性⾎友病は除いている）

がん ⾎友病
患者 併存率 頭頚部がん 上部消化

管がん
下部消化

管がん 肝胆膵がん ⾻軟部腫
瘍 ⾎液腫瘍 乳がん ⼥性器がん 男性器がん 腎・尿路が

ん 肺がん 脳腫瘍 転移・播種 その他のが
ん

男性 221 4845 4.6% 4 37 29 48 26 14 6 28 3 23 3
⼥性 55 621 8.9% 1 9 10 8 1 7 7 4 2 5 1
総計 276 5466 5.0% 5 46 39 56 1 33 7 4 14 6 28 5 28 4

0.2%未満 0.8% 0.7% 1.0% 0.2%未満 0.6% 0.2%未満 0.2%未満 0.3% 0.2%未満 0.5% 0.2%未満 0.5% 0.2%未満

0歳 1 1
2歳 1 1
3歳 1 1
7歳 1 1
8歳 1 1
10〜14歳 1 1
15〜19歳 1 1
25〜29歳 4 4
30〜34歳 2 2
35〜39歳 2 2
40〜44歳 7 1 1 2 1 1 1
45〜49歳 9 2 4 1 1 1
50〜54歳 16 337 4.7% 3 3 6 1 2 1
55〜59歳 26 243 10.7% 3 4 10 6 1 1 1
60〜64歳 38 330 11.5% 10 8 8 3 1 1 1 4 2
65〜69歳 39 407 9.6% 1 10 3 9 2 1 1 5 6 1
70〜74歳 42 360 11.7% 6 6 8 3 2 3 1 7 6
75〜79歳 47 318 14.8% 2 7 7 7 1 2 4 1 7 1 7 1
80〜84歳 26 253 10.3% 1 5 4 2 2 2 1 4 5
85〜89歳 7 1 1 1 2 2
90〜94歳 4 1 1 1 1

201504 69 2 9 8 14 17 3 1 7 3 5
201505 59 2 1 7 2 1 2 1 1 1 1
201506 76 7 1 4 1 2 2 3 5 4 1
201507 82 5 4 4 3 1 2 1 3
201508 99 1 5 1 10 1 2 3 4
201509 82 1 2 1 2 1 1 1 2 1
201510 101 1 3 7 3 3 1 4 2
201511 96 2 4 2 1 1 1 2
201512 93 4 1 4 1 1 2 2
201601 95 2 2 4 1 3 1 2
201602 106 1 6 5 1 1 1 2 3 1 1
201603 91 3 2 1 1

北海道 16 2 3 3 3 1 2 1 1
⻘森県 5 1 1 1 1 1
岩⼿県 4 1 1 1 1
宮城県 4 1 1 2
秋⽥県 5 2 2 1
⼭形県 9 1 3 1 1 3
福島県 5 1 2 1 1
茨城県 6 1 1 1 1 1 1
栃⽊県 2 1 1
群⾺県 4 2 1 1
埼⽟県 14 1 1 2 3 1 3 2 1
千葉県 19 7 4 4 2 1 1
東京都 41 10 4 8 8 1 3 2 4 1
神奈川県 12 3 2 3 2 1 1
新潟県 3 1 1 1
⽯川県 2 1 1
富⼭県 1 1
福井県 4 1 1 1 1
⼭梨県 4 2 1 1
⻑野県 1 1
岐⾩県 1 1
静岡県 4 3 1
愛知県 17 1 1 3 4 2 1 1 1 1 2
三重県 2 1 1
滋賀県 3 1 1 1
京都府 4 1 2 1
⼤阪府 16 1 6 1 3 1 1 1 2
兵庫県 11 1 1 1 2 3 1 1 1
奈良県 3 1 1 1
和歌⼭県 3 1 1 1
⿃取県 3 1 1 1
島根県 2 1 1
岡⼭県 3 1 2
広島県 4 2 1 1
⼭⼝県 14 5 3 3 3
愛媛県 2 2
⾼知県 1 1
福岡県 11 1 4 1 3 2
熊本県 1 1
⼤分県 2 1 1
⿅児島県 3 1 2
沖縄県 5 1 3 1
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（資料番号 11）悪性腫瘍の患者数（後天性血友病を除く薬害エイズ患者） 

 
  

悪性腫瘍の併存（いわゆる薬害エイズ患者）（集計から後天性⾎友病は除いている）

がん 薬害エイズ患
者数 併存率 肝胆膵がん 脳腫瘍

男性 7 6 1
総計 7 504 1〜2% 6 1

40〜44歳 2 1 1
45〜49歳 1 1
50〜54歳 2 2
60〜64歳 1 1
65〜69歳 1 1

⻘森県 1 1
東京都 4 4
広島県 1 1
福岡県 1 1

201504 2 2
201505 1 1
201507 1 1
201508 1 1
201509 1 1
201511 1 1
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（資料番号 12）B 型肝炎併存の患者数 

 
  

全体 全体 全体
男性 18 男性 2 男性 16
⼥性 2 ⼥性 ⼥性 2
総計 20 総計 2 総計 18

全体 全体 全体
45〜49歳 2 40〜44歳 30〜34歳 2
50〜54歳 1 45〜49歳 1 35〜39歳 3
25〜29歳 1 50〜54歳 1 40〜44歳 3
30〜34歳 2 総計 2 45〜49歳 1
35〜39歳 3 60〜64歳 3
40〜44歳 3 65〜69歳 2
60〜64歳 3 25〜29歳 1
65〜69歳 2 70〜74歳 2
70〜74歳 2 75〜79歳 1
75〜79歳 1 総計 18
総計 20

全体
全体 北海道 1

北海道 2 全体 ⼭形県 1
⼭形県 1 北海道 1 千葉県 1
千葉県 1 福岡県 1 東京都 4
東京都 4 総計 2 新潟県 2
新潟県 2 愛知県 3
愛知県 3 ⼤阪府 1
⼤阪府 1 兵庫県 2
兵庫県 2 ⾹川県 1
⾹川県 1 愛媛県 1
愛媛県 1 佐賀県 1
福岡県 1 総計 18
佐賀県 1
総計 20

全体 全体 全体
201504 5 201504 1 201504 4
201505 6 201505 201505 6
201506 7 201506 1 201506 6
201507 9 201507 1 201507 8
201508 8 201508 1 201508 7
201509 8 201509 201509 8
201510 9 201510 1 201510 7
201511 8 201511 201511 8
201512 7 201512 1 201512 6
201601 7 201601 201601 7
201602 8 201602 1 201602 7
201603 10 201603 201603 9

HIV AIDSでない⾎友病患者
でB型肝炎の患者

HIV/AIDS＋⾎友病患者か
つB型肝炎の患者

⾎友病かつB型肝炎の患者
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（資料番号 13）C 型肝炎併存の患者数 

 

全体 全体 全体
男性 289 男性 105 男性 184
⼥性 17 ⼥性 1 ⼥性 16
総計 306 総計 106 総計 200

全体 全体 全体
25〜29歳 5 30〜34歳 4 25〜29歳 5
30〜34歳 24 35〜39歳 18 30〜34歳 20
35〜39歳 40 40〜44歳 35 35〜39歳 22
40〜44歳 59 45〜49歳 19 40〜44歳 24
45〜49歳 47 50〜54歳 19 45〜49歳 28
50〜54歳 48 55〜59歳 6 50〜54歳 29
55〜59歳 22 60〜64歳 3 55〜59歳 16
60〜64歳 29 65〜69歳 2 60〜64歳 26
65〜69歳 18 総計 106 65〜69歳 16
70〜74歳 9 70〜74歳 9
75〜79歳 5 75〜79歳 5
総計 306 総計 200

全体 全体 全体
北海道 9 北海道 6 北海道 3
⻘森県 3 岩⼿県 1 ⻘森県 3
岩⼿県 2 宮城県 4 岩⼿県 1
宮城県 8 秋⽥県 2 宮城県 4
秋⽥県 3 茨城県 2 秋⽥県 1
⼭形県 1 栃⽊県 1 ⼭形県 1
福島県 2 群⾺県 3 福島県 2
茨城県 5 千葉県 2 茨城県 3
栃⽊県 3 東京都 46 栃⽊県 2
群⾺県 6 神奈川県 4 群⾺県 3
埼⽟県 7 富⼭県 1 埼⽟県 7
千葉県 4 ⽯川県 2 千葉県 2
東京都 97 岐⾩県 1 東京都 51
神奈川県 11 静岡県 1 神奈川県 7
新潟県 3 愛知県 3 新潟県 3
富⼭県 3 滋賀県 3 富⼭県 2
⽯川県 2 ⼤阪府 8 ⼭梨県 1
⼭梨県 1 和歌⼭県 1 ⻑野県 2
⻑野県 2 岡⼭県 5 岐⾩県 3
岐⾩県 4 広島県 1 静岡県 6
静岡県 7 福岡県 7 愛知県 24
愛知県 27 ⻑崎県 1 三重県 3
三重県 3 熊本県 1 滋賀県 2
滋賀県 5 総計 106 京都府 2
京都府 2 ⼤阪府 11
⼤阪府 19 兵庫県 16
兵庫県 16 奈良県 3
奈良県 3 和歌⼭県 2
和歌⼭県 3 ⿃取県 2
⿃取県 2 岡⼭県 4
岡⼭県 9 広島県 5
広島県 6 ⼭⼝県 2
⼭⼝県 2 徳島県 2
徳島県 2 ⾹川県 3
⾹川県 3 福岡県 3
福岡県 10 佐賀県 1
佐賀県 1 ⻑崎県 1
⻑崎県 2 ⼤分県 2
熊本県 1 宮崎県 2
⼤分県 2 ⿅児島県 2
宮崎県 2 沖縄県 1
⿅児島県 2 200
沖縄県 1
総計 306

全体 全体 全体
201504 120 201504 49 201504 71
201505 129 201505 50 201505 79
201506 130 201506 52 201506 78
201507 123 201507 50 201507 73
201508 133 201508 52 201508 81
201509 127 201509 53 201509 74
201510 134 201510 56 201510 78
201511 147 201511 60 201511 87
201512 151 201512 62 201512 89
201601 150 201601 54 201601 96
201602 167 201602 71 201602 96
201603 175 201603 70 201603 105

HIV AIDSでない⾎友病患者
でC型肝炎の患者

HIV AIDS＋⾎友病患者かつ
C型肝炎の患者⾎友病かつC型肝炎の患者
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（資料番号 14）後天性血友病の患者数 

 

後天性⾎友病の患者数

男性 573 北海道 30
⼥性 271 ⻘森県 5
総計 844 岩⼿県 26

宮城県 23
0歳 12 秋⽥県 8
1歳 1 ⼭形県 7
2歳 2 福島県 13
3歳 1 茨城県 14
4歳 2 栃⽊県 12
5歳 3 群⾺県 3
6歳 2 埼⽟県 40
7歳 4 千葉県 20
10〜14歳 11 東京都 180
15〜19歳 7 神奈川県 27
20〜24歳 8 新潟県 22
25〜29歳 8 富⼭県 3
30〜34歳 11 ⽯川県 4
35〜39歳 16 福井県 9
40〜44歳 20 ⼭梨県 8
45〜49歳 25 ⻑野県 4
50〜54歳 37 岐⾩県 8
55〜59歳 34 静岡県 13
60〜64歳 77 愛知県 41
65〜69歳 137 三重県 12
70〜74歳 133 滋賀県 11
75〜79歳 116 京都府 19
80〜84歳 105 ⼤阪府 38
85〜89歳 52 兵庫県 29
90〜94歳 17 奈良県 4
95〜99歳 3 和歌⼭県 9
総計 844 ⿃取県 5

島根県 8
後天性凝固因⼦⽋乏症 109 岡⼭県 7
後天性低プロトロンビン⾎症 7 広島県 17
後天性⾎友病Ａ 98 ⼭⼝県 17
後天性⾎友病Ｂ 7 徳島県 19
後天性第ＸＩＩＩ因⼦⽋乏症 623 ⾹川県 6

愛媛県 21
201504 83 ⾼知県 3
201505 54 福岡県 29
201506 65 佐賀県 2
201507 80 ⻑崎県 6
201508 55 熊本県 7
201509 65 ⼤分県 12
201510 56 宮崎県 11
201511 87 ⿅児島県 15
201512 70 沖縄県 17
201601 59 総計 844
201602 78
201603 92



 

31 

（資料番号 15、16）後天性血友病の悪性腫瘍併存 
後天性⾎友病患者における悪性腫瘍の併存

全体 ⾎友病
患者 併存率 頭頚部

がん
上部消
化管がん

下部消
化管がん

肝胆膵
がん

⾻軟部
腫瘍

⾎液腫
瘍

⽪膚腫
瘍 乳がん ⼥性器

がん
男性器

がん
腎・尿路

がん 肺がん 脳腫瘍 転移・播
種

その他の
がん

男性 464 573 81.0% 38 340 294 261 6 134 12 98 55 264 502 29
⼥性 205 271 75.6% 8 88 118 105 2 65 6 26 66 23 61 1 253 22
総計 669 844 79.3% 46 428 412 366 8 199 18 26 66 98 78 325 1 755 51

5.5% 50.7% 48.8% 43.4% 1%未満 23.6% 2.1% 3.1% 7.8% 11.6% 9.2% 38.5% 1%未満 89.5% 6.0%

0歳 1 1
7歳 1 1
10〜14歳 2 1 1 1
15〜19歳 3 1 2 1 3
20〜24歳 3 1 3 2
25〜29歳 1 1 1 1 1
30〜34歳 5 10 2
35〜39歳 9 3 1 1 6 7 13
40〜44歳 12 20 60.0% 2 5 6 9 1 1 1 6 1
45〜49歳 19 25 76.0% 7 13 10 1 3 2 1 3 2 22 3
50〜54歳 30 37 81.1% 1 18 24 20 13 2 20 5 45 5
55〜59歳 32 34 94.1% 2 34 21 33 3 10 3 2 3 3 7 11 34 4
60〜64歳 65 77 84.4% 1 49 47 29 20 1 2 6 7 29 91 6
65〜69歳 117 137 85.4% 16 82 70 60 37 1 5 8 15 21 85 143 9
70〜74歳 121 133 91.0% 14 103 92 61 3 28 1 4 8 24 12 59 146 4
75〜79歳 102 116 87.9% 6 63 57 69 25 6 4 6 22 10 61 128 7
80〜84歳 92 105 87.6% 4 42 44 53 1 16 1 3 6 20 8 51 85 7
85〜89歳 40 52 76.9% 1 16 28 18 7 1 7 1 4 7 17 32 3
90〜94歳 11 17 64.7% 5 6 3 7 1 1 2 3 1 9
95〜99歳 3 1 2 1 1 1

後天性凝固因⼦⽋乏症 78 12 37 37 37 2 12 6 4 7 13 5 38 72 9
後天性低プロトロンビン⾎症 5 3 5 5 1 12
後天性⾎友病Ａ 69 1 26 32 37 1 30 2 7 8 16 10 14 4
後天性⾎友病Ｂ 3 1 2 1
後天性第ＸＩＩＩ因⼦⽋乏症 514 33 362 337 285 5 157 12 20 52 76 57 276 1 657 38

201504 57 5 33 23 27 9 1 3 10 6 11 43 2
201505 43 2 28 27 19 3 12 5 3 7 15 18 52 6
201506 55 1 19 30 22 3 11 2 2 17 9 2 20 65
201507 62 4 34 43 43 26 2 3 9 7 8 24 79 3
201508 48 21 31 25 15 1 4 11 2 7 23 56 1
201509 60 5 38 44 37 16 1 1 2 7 7 37 71 10
201510 43 9 40 24 28 14 1 9 6 25 84 2
201511 68 5 47 33 49 11 1 2 16 8 49 72 4
201512 54 3 52 31 35 22 2 4 8 7 5 22 1 58 5
201601 47 2 33 38 21 12 1 6 5 26 42 3
201602 63 9 31 41 30 1 30 3 2 5 11 3 28 62 9
201603 69 1 52 47 30 1 21 6 3 5 7 6 42 71 6

北海道 23 13 20 24 1 5 2 5 1 4 9 18 1
⻘森県 3 1 7 2 3 2 2 2 6
岩⼿県 24 1 7 7 16 6 1 4 5 3 40 28 2
宮城県 21 8 17 11 10 1 2 3 3 11 35 1
秋⽥県 8 9 9 4 2 1 6 7
⼭形県 4 2 3 5 3 1 3 4
福島県 10 6 6 4 5 1 2 4 3 17 2
茨城県 11 5 4 3 4 4 3 11 14 3
栃⽊県 7 5 7 1 3 1 6 6
群⾺県 2 2 3 2 1 1 2 1
埼⽟県 27 2 24 27 22 4 2 2 6 7 6 39 5
千葉県 16 7 10 2 5 3 4 1 11 24 3
東京都 150 11 115 88 135 1 59 4 2 33 20 11 42 222 13
神奈川県 23 1 10 17 11 8 2 6 4 2 4 17 2
新潟県 18 2 11 11 4 6 1 2 3 10 17 1
⽯川県 3 1 4 1 4 1
富⼭県 2 1 1
福井県 8 5 5 1 2 1 1 1 3 6
⼭梨県 8 6 3 4 3 2 1 15 16
⻑野県 3 1 1 1 2 1 1
岐⾩県 5 4 4 2 1 1 1 1
静岡県 12 3 2 7 5 1 1 5 13
愛知県 27 29 26 16 6 2 2 7 14
三重県 6 6 2 5 2 9 1
滋賀県 8 7 3 6 4 1 2 2 3 7
京都府 18 18 17 11 2 5 2 5 22 1
⼤阪府 26 17 16 12 4 1 5 2 4 19
兵庫県 23 13 7 11 9 2 1 3 2 15 22 2
奈良県 4 1 3 2 2 2 6 5 1
和歌⼭県 8 1 7 1 1 2 1 4 12 1
⿃取県 5 3 1 2 1 2 1 4 3
島根県 7 6 4 1 3 2 4 5 1
岡⼭県 5 1 1 1 1 2 2
広島県 16 8 11 5 2 2 4 2 1 6 19
徳島県 15 2 3 4 1 1 1 1 2 3 9 13
⾹川県 6 2 1 3 1 1 2 5 2
⼭⼝県 15 1 12 10 3 2 2 1 9 14
愛媛県 14 6 19 2 2 1 1 1 6 1
⾼知県 3 4 2 3 6
福岡県 23 7 13 10 13 5 1 4 11 41 2
佐賀県 2 1 7 4
⻑崎県 3 1 1 2 1 1
熊本県 5 7 6 1 2 3
⼤分県 8 2 3 5 5 1 2 2 1 1 9
宮崎県 10 2 2 2 1 15 2 2 1 1 1 3 3
⿅児島県 10 1 5 6 2 15 1 1 2 2 4 1
沖縄県 14 4 8 2 1 2 3 2 25 17 2
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（資料番号 17）血友病患者への DAA 投与 

DAAs処⽅組み合わせ（⾎友病患者全体）

全体

レ
ベ
ト

ル
カ
プ
セ
ル
２
０
０

ｍ
ｇ

ペ
ガ
シ
ス
⽪
下
注
９
０
μ
ｇ

１
ｍ
Ｌ

ペ
グ
イ
ン
ト
ロ
ン
⽪
下
注
⽤
１

０
０
μ
ｇ
／
０
．
５
ｍ
Ｌ
⽤

︵
溶
解
液
付
︶

コ
ペ
ガ
ス
錠
２
０
０
ｍ
ｇ

フ
エ
ロ
ン
注
射
⽤
３
０
０
万

３
０
０
万
国
際
単
位
︵
溶
解
液

付
︶

ス
ミ
フ

ロ
ン
注
Ｄ
Ｓ
３
０
０

万
Ｉ
Ｕ
　
３
０
０
万
国
際
単
位

テ
ラ
ビ

ク
錠
２
５
０
ｍ
ｇ

ソ
ブ
リ
ア

ド
カ
プ
セ
ル
１
０

０
ｍ
ｇ

ダ
ク
ル
イ
ン
ザ
錠
６
０
ｍ
ｇ

ス
ン
ベ
プ
ラ
カ
プ
セ
ル
１
０
０

ｍ
ｇ

ソ
バ
ル
デ

錠
４
０
０
ｍ
ｇ

ハ

ボ
ニ

配
合
錠

ヴ

キ
ラ

ク
ス
配
合
錠

テラビック錠２５０ｍｇ 1 1 1 1

ダクルインザ錠６０ｍ
ｇ 23 23 23

スンベプラカプセル１０
０ｍｇ 23 23 23

ソバルディ錠４００ｍ
ｇ 39 15 1 2 25 39

ハーボニー配合錠 226 1 4 1 1 1 1 1 225

ヴィキラックス配合錠 1 1

DAAs処⽅組み合わせ（いわゆる薬害エイズ患者）

全体

レ
ベ
ト

ル
カ
プ
セ
ル
２
０
０

ｍ
ｇ

ペ
ガ
シ
ス
⽪
下
注
９
０
μ
ｇ

１
ｍ
Ｌ

ペ
グ
イ
ン
ト
ロ
ン
⽪
下
注
⽤
１

０
０
μ
ｇ
／
０
．
５
ｍ
Ｌ
⽤

︵
溶
解
液
付
︶

コ
ペ
ガ
ス
錠
２
０
０
ｍ
ｇ

ス
ミ
フ

ロ
ン
注
Ｄ
Ｓ
３
０
０

万
Ｉ
Ｕ
　
３
０
０
万
国
際
単
位

テ
ラ
ビ

ク
錠
２
５
０
ｍ
ｇ

ソ
ブ
リ
ア

ド
カ
プ
セ
ル
１
０

０
ｍ
ｇ

ダ
ク
ル
イ
ン
ザ
錠
６
０
ｍ
ｇ

ス
ン
ベ
プ
ラ
カ
プ
セ
ル
１
０
０

ｍ
ｇ

ソ
バ
ル
デ

錠
４
０
０
ｍ
ｇ

ハ

ボ
ニ

配
合
錠

テラビック錠２５０ｍｇ 1 1 1 1

ダクルインザ錠６０ｍ
ｇ 3 3 3

スンベプラカプセル１０
０ｍｇ 3 3 3

ソバルディ錠４００ｍ
ｇ 16 3 13 16

ハーボニー配合錠 78 1 3 1 1 1 1 78

DAAs処⽅組み合わせ（HIV/AIDSを合併していない⾎友病患者）

全体

レ
ベ
ト

ル
カ
プ
セ
ル
２
０
０

ｍ
ｇ

ペ
ガ
シ
ス
⽪
下
注
９
０
μ
ｇ

１
ｍ
Ｌ

ペ
グ
イ
ン
ト
ロ
ン
⽪
下
注
⽤
１

０
０
μ
ｇ
／
０
．
５
ｍ
Ｌ
⽤

︵
溶
解
液
付
︶

コ
ペ
ガ
ス
錠
２
０
０
ｍ
ｇ

フ
エ
ロ
ン
注
射
⽤
３
０
０
万

３
０
０
万
国
際
単
位
︵
溶
解
液

付
︶

ダ
ク
ル
イ
ン
ザ
錠
６
０
ｍ
ｇ

ス
ン
ベ
プ
ラ
カ
プ
セ
ル
１
０
０

ｍ
ｇ

ソ
バ
ル
デ

錠
４
０
０
ｍ
ｇ

ハ

ボ
ニ

配
合
錠

ヴ

キ
ラ

ク
ス
配
合
錠

ダクルインザ錠６０ｍ
ｇ 20 20 20

スンベプラカプセル１０
０ｍｇ 20 20 20

ソバルディ錠４００ｍ
ｇ 23 12 1 2 12 23

ハーボニー配合錠 148 1 1 147

ヴィキラックス配合錠 1 1
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（資料番号 18、19）C 型肝炎患者への DAA 投与 

 

C型肝炎患者へのDAAs処⽅（⽇本のC型肝炎患者全体）

全体 テラビック錠２
５０ｍｇ

ダクルインザ錠
６０ｍｇ

スンベプラカプセ
ル１００ｍｇ

バニヘップカプセ
ル１５０ｍｇ

ソバルディ錠４
００ｍｇ

ハーボニー配合
錠

ヴィキラックス配
合錠

男性 49348 27 17,631 17,629 364 13,182 17,293 841
⼥性 59682 9 22,144 22,140 263 13,247 23,029 985
総計 109030 36 39,775 39,769 627 26,429 40,322 1,826

9歳 1 1
10〜14歳 3 3
15〜19歳 50 6 6 24 20
20〜24歳 133 17 17 3 63 47 3
25〜29歳 370 47 47 8 178 133 4
30〜34歳 761 122 122 11 365 254 9
35〜39歳 1240 1 179 179 25 625 398 12
40〜44歳 2369 1 424 424 26 1,098 783 38
45〜49歳 3703 6 874 873 38 1,483 1,249 53
50〜54歳 6933 3 1,902 1,902 67 2,405 2,472 84
55〜59歳 9353 4 2,941 2,940 103 2,637 3,534 133
60〜64歳 13069 4 4,610 4,610 128 3,198 4,950 175
65〜69歳 19205 8 7,179 7,178 123 4,241 7,394 255
70〜74歳 20437 7 8,633 8,633 76 3,895 7,475 346
75〜79歳 19312 2 8,087 8,085 18 3,689 7,123 391
80〜84歳 10252 4,068 4,067 1 2,140 3,787 257
85〜89歳 1729 639 639 366 665 59
90〜94歳 106 45 45 19 36 6
95〜99歳 4 2 2 1 1
総計 109030 36 39,775 39,769 627 26,429 40,322 1,826

201504 22388 17 21,938 21,930 434
201505 22135 11 21,745 21,740 338 40
201506 23790 11 22,555 22,549 266 959
201507 23896 9 21,053 21,048 180 2,653
201508 24389 11 18,958 18,955 125 5,294
201509 27071 3 16,713 16,708 82 8,338 1,936
201510 29777 13,798 13,791 51 10,369 5,562
201511 31404 10,070 10,061 34 9,509 11,787 5
201512 31573 6,991 6,983 22 7,877 16,562 122
201601 31758 1 4,671 4,668 19 6,591 20,012 465
201602 30191 2 3,123 3,124 13 6,160 19,839 1,054
201603 28879 2 2,142 2,142 15 6,392 18,657 1,672

北海道 3758 3 1,700 1,700 16 948 1,051 40
⻘森県 1190 482 482 3 292 411 2
岩⼿県 982 524 524 14 190 236 18
宮城県 1809 695 695 13 416 666 19
秋⽥県 797 2 360 360 3 200 226 6
⼭形県 905 385 385 4 192 320 4
福島県 1390 539 538 10 378 460 5
茨城県 2573 808 808 12 739 982 31
栃⽊県 1746 1 672 672 6 536 509 22
群⾺県 2271 660 660 5 674 905 27
埼⽟県 4478 1,755 1,756 45 1,075 1,456 145
千葉県 4098 2 1,296 1,297 22 1,169 1,549 59
東京都 9721 2 3,148 3,143 69 2,212 4,096 192
神奈川県 6444 1 2,400 2,400 23 1,697 2,196 123
新潟県 1040 2 515 515 19 226 263 16
富⼭県 932 341 341 4 203 368 16
⽯川県 1214 572 572 4 171 452 15
福井県 830 2 354 354 9 182 246 38
⼭梨県 1073 256 256 6 273 529 9
⻑野県 1683 486 487 14 493 666 23
岐⾩県 2152 1 908 907 14 558 596 75
静岡県 3289 1 1,241 1,241 11 901 1,114 21
愛知県 5045 1,977 1,977 23 1,109 1,901 36
三重県 1619 774 773 11 376 450 8
滋賀県 1014 347 347 8 237 379 43
京都府 2793 1 979 980 9 610 1,135 59
⼤阪府 7393 2,107 2,107 53 1,632 3,499 101
兵庫県 4707 12 1,645 1,644 29 969 1,960 93
奈良県 1077 298 298 11 217 520 31
和歌⼭県 1377 349 349 7 355 658 8
⿃取県 655 210 210 3 107 330 5
島根県 857 255 255 3 272 321 6
岡⼭県 2391 900 901 10 586 857 36
広島県 4029 1,750 1,749 28 949 1,219 83
⼭⼝県 1567 539 539 8 456 528 36
徳島県 871 332 332 6 220 307 6
⾹川県 1204 355 355 8 374 434 33
愛媛県 1765 513 513 7 475 741 29
⾼知県 958 265 265 7 208 464 14
福岡県 6167 6 2,429 2,428 41 1,460 2,089 140
佐賀県 1655 717 716 4 355 558 21
⻑崎県 1239 424 425 5 253 538 18
熊本県 1747 671 671 8 456 579 32
⼤分県 1412 512 512 1 309 554 34
宮崎県 1218 512 511 1 310 380 15
⿅児島県 1565 697 698 5 339 496 27
沖縄県 330 121 121 5 70 128 6

109030 36 39,775 39,769 627 26,429 40,322 1,826
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（資料番号 20）C 型肝炎合併薬害エイズ患者への DAA 投与 

 
  

C型肝炎患者へのDAAs処⽅（C型肝炎を有する薬害エイズ患者）

全体 テラビック錠２５０
ｍｇ

ダクルインザ錠６０
ｍｇ

スンベプラカプセル１
００ｍｇ

ソバルディ錠４００
ｍｇ ハーボニー配合錠

男性 97 1 3 3 16 77
⼥性 1 1
総計 98 1 3 3 16 78

30〜34歳 3 3
35〜39歳 15 1 2 2 2 10
40〜44歳 34 3 31
45〜49歳 18 1 1 4 13
50〜54歳 18 7 11
55〜59歳 5 5
60〜64歳 3 3
65〜69歳 2 2
総計 98 1 3 3 16 78

北海道 3 3
宮城県 5 2 3
秋⽥県 2 1 1
茨城県 1 1 1
栃⽊県 1 1
群⾺県 2 2
千葉県 1 1
東京都 48 7 41
神奈川県 4 4
富⼭県 1 1
⽯川県 2 2
岐⾩県 1 1
静岡県 1 1
愛知県 3 1 1 2
滋賀県 2 1 1
⼤阪府 8 4 4
和歌⼭県 1 1
岡⼭県 5 5
広島県 1 1
福岡県 4 1 1 3
熊本県 2 1 1
総計 98 1 3 3 16 78

201504 3 3 3
201505 1 1 1
201506 2 1 1
201507 6 1 5
201508 6 1 5
201509 27 7 20
201510 38 5 33
201511 38 5 33
201512 31 3 28
201601 33 2 31
201602 33 2 31
201603 20 1 19
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（資料番号 21）C 型肝炎合併の非薬害エイズ血友病患者への DAA 投与） 

C型肝炎患者へのDAAs処⽅（「HIV/AIDSを合併しない⾎友病患者」のうちC型肝炎を有する⽅）

全体 ダクルインザ錠６０
ｍｇ

スンベプラカプセル１
００ｍｇ

ソバルディ錠４００
ｍｇ ハーボニー配合錠 ヴィキラックス配合錠

男性 177 18 18 20 138 1
⼥性 15 2 2 3 10
総計 192 20 20 23 148 1

25〜29歳 5 1 1 4
30〜34歳 19 1 1 17 1
35〜39歳 19 2 17
40〜44歳 26 3 3 4 19
45〜49歳 25 3 3 3 19
50〜54歳 27 2 2 2 23
55〜59歳 15 1 1 3 11
60〜64歳 24 5 5 3 16
65〜69歳 18 3 3 2 13
70〜74歳 9 1 1 2 6
75〜79歳 4 2 2
80〜84歳 1 1
総計 192 20 20 23 148 1

201504 16 16 16
201505 13 12 12 1
201506 13 10 10 3
201507 13 7 7 6
201508 11 7 7 4
201509 39 5 5 5 29
201510 57 3 3 4 50
201511 61 3 3 3 55
201512 56 3 3 6 47
201601 58 1 1 8 49
201602 56 6 49 1
201603 68 1 1 8 58 1

北海道 3 3
⻘森県 3 3
岩⼿県 1 1
宮城県 4 1 1 3
秋⽥県 1 1 1
⼭形県 1 1
福島県 1 1
茨城県 3 1 1 2
栃⽊県 1 1
群⾺県 3 3
埼⽟県 8 2 2 2 4
千葉県 2 2
東京都 52 3 3 5 44
神奈川県 6 1 5
新潟県 3 1 1 2
富⼭県 2 1 1 1
⼭梨県 1 1
⻑野県 2 2
岐⾩県 3 1 1 2
静岡県 4 1 3
愛知県 25 2 2 6 17
三重県 3 1 2
滋賀県 2 1 1
京都府 2 2
⼤阪府 10 1 1 2 7
兵庫県 13 1 1 1 11
奈良県 3 1 1 1 1
和歌⼭県 2 2
⿃取県 2 2
岡⼭県 4 1 3
広島県 5 1 4
⼭⼝県 1 1
徳島県 2 2
⾹川県 3 1 2
福岡県 4 2 2 2
佐賀県 1 1
⻑崎県 1 1 1
⼤分県 2 2
宮崎県 2 1 1 1
沖縄県 1 1
総計 192 20 20 23 148 1
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資料 3：NDB に使用した傷病名や薬剤等のマスタ 

 

 

請求コード ⾎友病関連傷病名

2860001 ⾎友病

2860002 ⾎友病Ａ

2861002 ⾎友病Ｂ

2863004 プロトロンビン⽋乏症

2863010 パラ⾎友病

2864002 フォンウィルブランド病

2866028 フィブリノゲン⽋乏症

2867001 後天性凝固因⼦⽋乏症

2869004 凝固因⼦⽋乏症

2869021 先天性⾎液凝固因⼦異常

7132002 ⾎友病関節炎

8833200 ⾎友病性出⾎

8833586 後天性低プロトロンビン⾎症

8836288 先天性第Ｘ因⼦⽋乏症

8836289 先天性第ＸＩＩ因⼦⽋乏症

8836290 先天性第ＸＩＩＩ因⼦⽋乏症

8836376 先天性無フィブリノゲン⾎症

8837880 低トロンビン⾎症

8839602 フィブリノゲン異常症

8839603 フィブリノゲン減少症

8841336 プロテインＣ⽋乏症

8841337 プロテインＳ⽋乏症

8845658 後天性⾎友病Ａ

8845659 後天性⾎友病Ｂ

8845702 第ＶＩＩＩ因⼦インヒビター陽性先天性⾎友病

8845703 第ＩＸ因⼦インヒビター陽性先天性⾎友病

8845955 新⽣児低プロトロンビン⾎症

8847752 後天性第ＸＩＩＩ因⼦⽋乏症

8847783 先天性第ＸＩ因⼦⽋乏症

8847221 先天性第Ⅶ因⼦⽋乏症
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請求コード ⾎友病薬剤⼀覧 請求コード ⾎友病薬剤⼀覧

621384801 ファイバ静注⽤５００　５００単位１０ｍＬ（溶解液付） 622489301 コバールトリイ静注⽤２５０　２５０国際単位（溶解液付）

621384901 ファイバ静注⽤１０００　１，０００単位２０ｍＬ（溶解液付） 622489401 コバールトリイ静注⽤５００　５００国際単位（溶解液付）

621929201 ノボセブンＨＩ静注⽤１ｍｇ　１ｍＬ（溶解液付） 622489501 コバールトリイ静注⽤１０００　１，０００国際単位（溶解液付）

621929301 ノボセブンＨＩ静注⽤２ｍｇ　２ｍＬ（溶解液付） 622489601 コバールトリイ静注⽤２０００　２，０００国際単位（溶解液付）

621929401 ノボセブンＨＩ静注⽤５ｍｇ　５ｍＬ（溶解液付） 622489701 コバールトリイ静注⽤３０００　３，０００国際単位（溶解液付）

622366301 ノボセブンＨＩ静注⽤１ｍｇ　シリンジ　１ｍＬ（溶解液付） 622526101 イデルビオン静注⽤２５０　２５０国際単位（溶解液付）

622366401 ノボセブンＨＩ静注⽤２ｍｇ　シリンジ　２ｍＬ（溶解液付） 622526201 イデルビオン静注⽤５００　５００国際単位（溶解液付）

622366501 ノボセブンＨＩ静注⽤５ｍｇ　シリンジ　５ｍＬ（溶解液付） 622526301 イデルビオン静注⽤１０００　１，０００国際単位（溶解液付）

622366601 ノボセブンＨＩ静注⽤８ｍｇ　シリンジ　８ｍＬ（溶解液付） 622526401 イデルビオン静注⽤２０００　２，０００国際単位（溶解液付）

622367201 バイクロット配合注　第７ａ因⼦１．５ｍｇ第Ｘ因⼦１５ｍｇ溶解液付 621772601 新鮮凍結⾎漿－ＬＲ⽇⾚１２０　⾎液２００ｍＬ相当に由来する⾎漿

620003211 コージネイトＦＳバイオセット注２５０　２５０国際単位（溶解液付） 621772701 新鮮凍結⾎漿－ＬＲ⽇⾚２４０　⾎液４００ｍＬ相当に由来する⾎漿

620003212 コージネイトＦＳバイオセット注５００　５００国際単位（溶解液付） 622192101 新鮮凍結⾎漿－ＬＲ「⽇⾚」４８０　４８０ｍＬ

620003213 コージネイトＦＳバイオセット注１０００　１０００国際単位溶解液付 620004681 新鮮凍結⾎漿－ＬＲ「⽇⾚」　⾎液２００ｍＬ相当に由来する⾎漿

621990601 コージネイトＦＳバイオセット注２０００　２０００国際単位溶解液付 620004682 新鮮凍結⾎漿－ＬＲ「⽇⾚」　⾎液４００ｍＬ相当に由来する⾎漿

621769701 アドベイト静注⽤２５０　２５０単位（溶解液付） 621610701 新鮮凍結⾎漿－ＬＲ「⽇⾚」成分採⾎　４５０ｍＬ

621769801 アドベイト静注⽤５００　５００単位（溶解液付） 640408044 新鮮凍結⾎漿「⽇⾚」　１６０ｍＬ

621769901 アドベイト静注⽤１０００　１，０００単位（溶解液付） 640408045 新鮮凍結⾎漿「⽇⾚」　４５０ｍＬ

621984102 アドベイト静注⽤２０００　２，０００単位（溶解液付） 640408046 新鮮凍結⾎漿「⽇⾚」　８０ｍＬ

622440101 アドベイト静注⽤１５００　１，５００単位（溶解液付） 642410070 デスモプレシン注４協和　４μｇ

621153804 コンファクトＦ注射⽤２５０　２５０単位（溶解液付） 620515101 デスモプレシン点⿐液０．０１％協和　２５０μｇ

621153904 コンファクトＦ注射⽤５００　５００単位（溶解液付） 622450001 デスモプレシン点⿐スプレー０．０１％「ＩＬＳ」　５００μｇ

621154003 コンファクトＦ注射⽤１０００　１，０００単位（溶解液付） 660433041 デスモプレシン・スプレー２．５協和　１２５μｇ

622333001 ノボエイト静注⽤２５０　２５０国際単位（溶解液付） 660470004 デスモプレシン・スプレー１０協和　５００μｇ

622333101 ノボエイト静注⽤５００　５００国際単位（溶解液付） 620009198 フィブロガミンＰ静注⽤　正常⼈⾎漿１ｍＬ中含有量２４０倍溶解液付

622333201 ノボエイト静注⽤１０００　１，０００国際単位（溶解液付） 622424901 ノボサーティーン静注⽤２５００　２，５００国際単位（溶解液付）

622333301 ノボエイト静注⽤１５００　１，５００国際単位（溶解液付） 620009274 フィブリノゲンＨＴ静注⽤１ｇ「ベネシス」　（溶解液付）

622333401 ノボエイト静注⽤２０００　２，０００国際単位（溶解液付） 621157504 フィブリノゲンＨＴ静注⽤１ｇ「ＪＢ」　（溶解液付）

622333501 ノボエイト静注⽤３０００　３，０００国際単位（溶解液付） 646340028 乾燥⼈フィブリノゲン　１ｇ（溶解液付）

621153808 クロスエイトＭＣ静注⽤２５０単位　（溶解液付） 622442001 アコアラン静注⽤６００　６００国際単位（溶解液付）

621153909 クロスエイトＭＣ静注⽤５００単位　（溶解液付） 622583901 アコアラン静注⽤１８００　１，８００国際単位（溶解液付）

621154006 クロスエイトＭＣ静注⽤１０００単位　１，０００単位（溶解液付） 640443038 注射⽤アナクトＣ２，５００単位　（溶解液付）

622454901 クロスエイトＭＣ静注⽤２０００単位　２，０００単位（溶解液付） 620003432 アンスロビンＰ１５００注射⽤　１，５００単位（溶解液付）

622402801 イロクテイト静注⽤２５０　２５０国際単位（溶解液付） 621159206 アンスロビンＰ５００注射⽤　５００単位（溶解液付）

622402901 イロクテイト静注⽤５００　５００国際単位（溶解液付） 620003071 ノイアート静注⽤１５００単位　１，５００単位（溶解液付）

622403001 イロクテイト静注⽤７５０　７５０国際単位（溶解液付） 621159207 ノイアート静注⽤５００単位　（溶解液付）

622403101 イロクテイト静注⽤１０００　１，０００国際単位（溶解液付） 622424901 ノボサーティーン静注⽤２５００　２，５００国際単位（溶解液付）

622403201 イロクテイト静注⽤１５００　１，５００国際単位（溶解液付） 620001351 献⾎ノンスロン１５００注射⽤　１，５００単位（溶解液付）

622403301 イロクテイト静注⽤２０００　２，０００国際単位（溶解液付） 620001350 献⾎ノンスロン５００注射⽤　５００単位（溶解液付）

622403401 イロクテイト静注⽤３０００　３，０００国際単位（溶解液付） 610463119 トランサミン散５０％

620009263 クリスマシンＭ静注⽤４００単位　（溶解液付） 610463120 トランサミン錠２５０ｍｇ

620009264 クリスマシンＭ静注⽤１０００単位　１，０００単位（溶解液付） 613320130 トランサミン錠５００ｍｇ

622034001 ノバクトＭ静注⽤４００単位　（溶解液付） 620007000 トランサミンカプセル２５０ｍｇ

622034101 ノバクトＭ静注⽤８００単位　（溶解液付） 620007001 トランサミンシロップ５％

622034201 ノバクトＭ静注⽤１６００単位　１，６００単位（溶解液付） 640463094 トランサミン注５％　５ｍＬ

622408201 ノバクトＭ静注⽤５００単位　（溶解液付） 640463095 トランサミン注１０％　２．５ｍＬ

622408301 ノバクトＭ静注⽤１０００単位　１，０００単位（溶解液付） 640463096 トランサミン注１０％　１０ｍＬ

622408401 ノバクトＭ静注⽤２０００単位　２，０００単位（溶解液付） 610463060 カチーフＮ散１０ｍｇ／ｇ　１％

621971601 ベネフィクス静注⽤５００　５００国際単位（溶解液付） 620003535 カチーフＮ錠５ｍｇ

621971701 ベネフィクス静注⽤１０００　１，０００国際単位（溶解液付） 620003536 カチーフＮ錠１０ｍｇ

621971801 ベネフィクス静注⽤２０００　２，０００国際単位（溶解液付） 613150026 ケーワンカプセル１０ｍｇ

622273601 ベネフィクス静注⽤３０００　３，０００国際単位（溶解液付） 613150027 ケーワンカプセル２０ｍｇ

622364101 オルプロリクス静注⽤５００　５００国際単位（溶解液付） 620004982 ケーワン錠５ｍｇ

622364201 オルプロリクス静注⽤１０００　１，０００国際単位（溶解液付） 613150128 ケイツーカプセル５ｍｇ

622364301 オルプロリクス静注⽤２０００　２，０００国際単位（溶解液付） 620004486 ケイツーシロップ０．２％

622364401 オルプロリクス静注⽤３０００　３，０００国際単位（溶解液付） 620717601 ケイツーＮ静注１０ｍｇ

622426501 オルプロリクス静注⽤２５０　２５０国際単位（溶解液付） 620715001 ビタミンＫ１錠５ｍｇ「ツルハラ」

621154301 ＰＰＳＢ－ＨＴ静注⽤２００単位「ニチヤク」　（溶解液付） 613150088 ビタミンＫ１錠５　５ｍｇ

621154501 ＰＰＳＢ－ＨＴ静注⽤５００単位「ニチヤク」　（溶解液付） 620003782 ビタミンＫ１注１０ｍｇ

622488001 アディノベイト静注⽤５００　５００国際単位（溶解液付） 620003783 ビタミンＫ１注３０ｍｇ

622488101 アディノベイト静注⽤１０００　１，０００国際単位（溶解液付） 620003784 ビタミンＫ１注５０ｍｇ

622488201 アディノベイト静注⽤２０００　２，０００国際単位（溶解液付）
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620005140 レトロビルカプセル１００ｍｇ 621143701 ビラセプト錠２５０ｍｇ

610443081 ヴァイデックスＥＣカプセル１２５　１２５ｍｇ 621143601 ノービア内⽤液８％　８０ｍｇ

610443082 ヴァイデックスＥＣカプセル２００　２００ｍｇ 622054801 ノービア錠１００ｍｇ

620000425 エピビル錠１５０　１５０ｍｇ 621384201 カレトラ配合内⽤液

620000426 エピビル錠３００　３００ｍｇ 621765701 カレトラ配合錠

610412192 ゼリットカプセル１５　１５ｍｇ 620000454 レイアタッツカプセル１５０ｍｇ

610412193 ゼリットカプセル２０　２０ｍｇ 620000455 レイアタッツカプセル２００ｍｇ

621144201 コンビビル配合錠 620002465 レクシヴァ錠７００　７００ｍｇ

620004998 ザイアジェン錠３００ｍｇ 620005884 プリジスタ錠３００ｍｇ

620001903 ビリアード錠３００ｍｇ 622276701 プリジスタナイーブ錠８００ｍｇ

621657001 エプジコム配合錠 622403501 プリジスタ錠６００ｍｇ

620002488 エムトリバカプセル２００ｍｇ 620007815 アイセントレス錠４００ｍｇ

621662301 ツルバダ配合錠 622235801 スタリビルド配合錠

610421341 ビラミューン錠２００　２００ｍｇ 622336201 テビケイ錠５０ｍｇ

620006943 ストックリン錠６００ｍｇ 622408801 トリーメク配合錠

621932401 ストックリン錠２００ｍｇ 620009087 シーエルセントリ錠１５０ｍｇ

620009086 インテレンス錠１００ｍｇ 621930301 プリジスタナイーブ錠４００ｍｇ 

622149101 エジュラント錠２５ｍｇ 622522601 デシコビ配合錠LT

622388001 コムプレラ配合錠 622522501 デシコビ配合錠HT

620004975 クリキシバンカプセル２００ｍｇ 622532301 プレジコビックス配合錠

620003516 インビラーゼカプセル２００ｍｇ 622507701 ゲンボイヤ配合錠

620004347 インビラーゼ錠５００ｍｇ 610409330 ハイビッド錠０．３７５
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610443081 ヴァイデックスＥＣカプセル１２５　１２５ｍｇ

610443082 ヴァイデックスＥＣカプセル２００　２００ｍｇ

620001903 ビリアード錠３００ｍｇ

620004975 クリキシバンカプセル２００ｍｇ

620003516 インビラーゼカプセル２００ｍｇ

620004347 インビラーゼ錠５００ｍｇ

621143701 ビラセプト錠２５０ｍｇ

620002465 レクシヴァ錠７００　７００ｍｇ

610409330 ハイビッド錠０．３７５　０．３７５ｍｇ

請求コード B型肝炎薬

610443041 ゼフィックス錠１００　１００ｍｇ

620002414 ヘプセラ錠１０　１０ｍｇ

620004355 バラクルード錠０．５ｍｇ

622533601 エンテカビル錠０．５ｍｇ「ＣＭＸ」

622535001 エンテカビル錠０．５ｍｇ「ＤＳＥＰ」

622539701 エンテカビル錠０．５ｍｇ「タカタ」

622542901 エンテカビル錠０．５ｍｇ「トーワ」

622545901 エンテカビル錠０．５ｍｇ「ＹＤ」

622547801 エンテカビル錠０．５ｍｇ「武⽥テバ」

622553201 エンテカビル錠０．５ｍｇ「ＪＧ」

622560101 エンテカビルＯＤ錠０．５ｍｇ「サワイ」

622562601 エンテカビル錠０．５ｍｇ「ファイザー」

622563301 エンテカビル錠０．５ｍｇ「ＫＮ」

622564401 エンテカビル錠０．５ｍｇ「サンド」

622566501 エンテカビル錠０．５ｍｇ「ＥＥ」

622336301 テノゼット錠３００ｍｇ

620000440 ペガシス⽪下注９０μｇ　１ｍＬ

620000441 ペガシス⽪下注１８０μｇ　１ｍＬ

622264301 ペガシス⽪下注４５μｇ　０．５ｍＬ

640453027 イントロンＡ注射⽤３００　３００万国際単位（溶解液付）

640453028 イントロンＡ注射⽤６００　６００万国際単位（溶解液付）

640453029 イントロンＡ注射⽤１，０００　１，０００万国際単位（溶解液付）

621163501 スミフェロン注バイアル３００万ＩＵ　３００万国際単位

621163701 スミフェロン注ＤＳ３００万ＩＵ　３００万国際単位

621163801 スミフェロン注ＤＳ６００万ＩＵ　６００万国際単位

621162801 フエロン注射⽤１００万　１００万国際単位（溶解液付）

621163001 フエロン注射⽤３００万　３００万国際単位（溶解液付）

621163101 フエロン注射⽤６００万　６００万国際単位（溶解液付）



 

40 

 
  

請求コード C型肝炎薬

622105001 テラビック錠２５０ｍｇ

622279401 ソブリアードカプセル１００ｍｇ

622374101 バニヘップカプセル１５０ｍｇ

620002418 ペグイントロン⽪下注⽤５０μｇ／０．５ｍＬ⽤　（溶解液付）

620002419 ペグイントロン⽪下注⽤１００μｇ／０．５ｍＬ⽤　（溶解液付）

620002420 ペグイントロン⽪下注⽤１５０μｇ／０．５ｍＬ⽤　（溶解液付）

640453027 イントロンＡ注射⽤３００　３００万国際単位（溶解液付）

640453028 イントロンＡ注射⽤６００　６００万国際単位（溶解液付）

640453029 イントロンＡ注射⽤１，０００　１，０００万国際単位（溶解液付）

621163501 スミフェロン注バイアル３００万ＩＵ　３００万国際単位

621163701 スミフェロン注ＤＳ３００万ＩＵ　３００万国際単位

621163801 スミフェロン注ＤＳ６００万ＩＵ　６００万国際単位

621162801 フエロン注射⽤１００万　１００万国際単位（溶解液付）

621163001 フエロン注射⽤３００万　３００万国際単位（溶解液付）

621163101 フエロン注射⽤６００万　６００万国際単位（溶解液付）

620000440 ペガシス⽪下注９０μｇ　１ｍＬ

620000441 ペガシス⽪下注１８０μｇ　１ｍＬ

622264301 ペガシス⽪下注４５μｇ　０．５ｍＬ

610451031 レベトールカプセル２００ｍｇ

622083401 リバビリン錠２００ｍｇＲＥ「マイラン」

620004852 コペガス錠２００ｍｇ

622363601 スンベプラカプセル１００ｍｇ

622363501 ダクルインザ錠６０ｍｇ

622418801 ソバルディ錠４００ｍｇ

622442101 ハーボニー配合錠

622445801 ヴィキラックス配合錠

622516001 グラジナ錠５０ｍｇ

622515901 エレルサ錠５０ｍｇ

622532601 ジメンシー配合錠

622579201 マヴィレット配合錠
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請求コード 直接作⽤型肝炎ウイルス薬 (DAAs) 薬価基準収載⽇ 施⾏⽇ 承認年⽉⽇ 発売⽇

622105001 テラビック錠２５０ｍｇ 2011年11⽉25⽇ 販売中⽌ 2011 年 9 ⽉ 26 ⽇ 2011年11⽉28⽇

622363601 スンベプラカプセル１００ｍｇ 2014年9⽉2⽇ 平成30年4⽉1⽇ 2014年7⽉1⽇ 2014年9⽉2⽇

622363501 ダクルインザ錠６０ｍｇ 2014年11⽉22⽇ 平成30年4⽉1⽇ 2014年9⽉27⽇ 2014年11⽉22⽇

622374101 バニヘップカプセル１５０ｍｇ 2014年11⽉26⽇
平成28年11⽉19⽇より

発売停⽌

622418801 ソバルディ錠４００ｍｇ 2015年5⽉20⽇ 平成30年4⽉1⽇  2015年3⽉5⽇ 2015年5⽉20⽇

622442101 ハーボニー配合錠 2015年8⽉1⽇ 平成30年4⽉1⽇ 2015年5⽉28⽇ 2015年9⽉1⽇

622532601 ジメンシー配合錠 2017年2⽉15⽇ 平成30年4⽉1⽇ 2016年12⽉19⽇ 2017年2⽉15⽇

622579201 マヴィレット配合錠 2017年11⽉1⽇ 平成30年4⽉1⽇ 2017年11⽉1⽇ 2017年11⽉1⽇

622445801 ヴィキラックス配合錠  2015年11⽉26⽇ 平成30年4⽉1⽇  2015年 9⽉28⽇ 2015年11⽉26⽇

622515901 エレルサ錠５０ｍｇ 2016 年 11 ⽉ 18 ⽇ 平成30年4⽉1⽇ 2016 年 9 ⽉ 28 ⽇ 2016 年 11 ⽉ 18 ⽇

622516001 グラジナ錠５０ｍｇ 2016 年 11 ⽉ 18 ⽇ 平成30年4⽉1⽇ 2016 年 9 ⽉ 28 ⽇ 2016 年 11 ⽉ 18 ⽇


